
文化イヤー2017  秋の祭典 今
週
号
の
紙
面
か
ら

特集

特集イベント
情報

●身近なようで知られていない
	 江戸川の魅力	 ……………………… 4ｰ5面

●つながりあってひろげよう
　子育ての輪	…………………………… 8ｰ9面

●みなさんの協力により燃やすごみ1,158トン減	…2面

●市川市霊園	一般墓地の使用者募集	 ……3面

●市内幼稚園の平成30年４月
　入園児を募集します	 ………………………6面

●鬼高さんしゃ祭	………………………… 10面

●食育講演会/認知症講演会	…………… 11面1０月15日（日）まで ☎︎３００-８０２０文化振興課

市川ゆかりの著名人の作品、市民による公演・作品
展のほか、楽しいイベントなど盛りだくさんです。

2017年（平成29年）
毎月第１・第３土曜日発行 10月7日  NO.1577

昼
下
が
り
ま
で
降
っ
て
い
た
雨
が
上
が
り
、

雲
と
地
平
線
の
間
か
ら
あ
か
ね
色
の
夕
日
が

辺
り
一
面
を
染
め
始
め
ま
し
た
。

こ
ん
な
日
は
、江
戸
川
の
土
手
に
立
つ
と
、

光
と
空
と
水
が
織
り
成
す

色
彩
豊
か
な
景
観
に
魅
了
さ
れ
ま
す
。

東
京
と
の
境
を
悠
然
と
流
れ
る
江
戸
川
。

市
の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
る
こ
の
川
に

い
ま
一
度
、出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

心
の
ふ
る
さ
と
江
戸
川
に
立
つ
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市役所本庁舎は建て替えのため、仮本庁舎（新第２庁舎）に移転しました。詳しくは市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

４-５面で江戸川を特集しています



☎７１２-６３１７循環型社会推進課

00 …エコボポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。

♦
♦
♦

戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行

戦
争
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
を
慰
霊

す
る
と
と
も
に
、世
界
の
恒
久
平
和

を
祈
念
す
る
式
典「
市
川
市
戦
没
者

追
悼
式
」を
挙
行
し
ま
す
。

10
月
18
日（
水
）午
後
２
時
～
３

時
全
日
警
ホ
ー
ル

☎
３
８
３・９
５
６
８
生
活
支
援

課

派
遣
費
用 

無
料

☎
７
１
２
・６
３
２
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ

７
１
２・６
３
２
４
住
環
境
整
備
課

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

行
政
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

各
種
許
認
可・相
続・遺
言
な
ど
に
関

す
る
相
談
。

10
月
７
日（
土
）午
後
１
時
～
３
時

Ｊ
Ｒ
船
橋
駅
北
口
デ
ッ
キ
広
場
、

南
口
船
橋
フ
ェ
イ
ス
連
絡
通
路
、Ｊ
Ｒ

津
田
沼
駅
自
由
通
路

☎
３
３
９・６
６
７
１
県
行
政
書
士

会
葛
南
支
部

（
総
合
市
民
相
談
課
）

♦
♦
♦

消
費
生
活
講
座「
知
っ
て
い
ま
す

か
葬
儀・お
墓
の
知
識
」

い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
た
り
後
悔

し
た
り
し
な
い
た
め
に
、葬
儀
や
お
墓

の
事
情
を
詳
し
く
解
説
し
ま
す
。

10
月
22
日（
日
）午
後
２
時
～
４
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

先
着
36
人

10
月
20
日（
金
）ま
で
に
☎
３
２
０・ 

０
６
６
８
ま
た
は
直
接
、消
費
生
活
セ

ン
タ
ー

♦
♦
♦

加
藤
新
田
地
区
地
区
計
画
の

原
案
縦
覧

縦
覧
を
行
い
、同
時
に
意
見
を
受
け

付
け
ま
す
。

縦
覧
の
期
間 

10
月
10
日（
火
）～
24
日

（
火
）午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

15
分
。意
見
の
受
け
付
け
は
10
月
31

日（
火
）ま
で（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

都
市
計
画
課（
市
川
南
仮
設
庁
舎
）

☎
７
１
２・６
３
２
３
同
課

♦
♦
♦

二
俣
地
区
地
区
計
画
の
案
縦
覧

縦
覧
を
行
い
、同
時
に
意
見
を
受
け

付
け
ま
す
。

縦
覧
の
期
間 

10
月
10
日（
火
）～
24
日

（
火
）午
前
８
時
45
分
～
午
後
５
時

15
分（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

都
市
計
画
課（
市
川
南
仮
設
庁
舎
）

☎
７
１
２・６
３
２
３
同
課

♦
♦
♦

10
月
15
日（
日
）～
21
日（
土
）は

違
反
建
築
防
止
週
間

市
で
は
、「
安
心
で
快
適
な
活
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、違
反
建

築
防
止
の
た
め
の
建
築
パ
ト
ロ
ー
ル

を
定
期
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。住
ん
で

か
ら
困
ら
な
い
よ
う
建
築
士
に
工
事

中
の
チ
ェッ
ク
を
受
け
、工
事
が
完
了

し
た
ら
必
ず
完
了
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

☎
７
１
２・６
３
３
５
建
築
指
導
課

♦
♦
♦

10
月
は
住
生
活
月
間

住
ま
い
に
つい
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
①
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
窓
口

「
市
川
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
相
談
協
議

会
」の
会
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ

ま
す
。第
２
・４
木
曜
日
の
午
後

◆
②
無
料
耐
震
相
談
会（
予
約
制
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断・補
強
方
法

に
つ
い
て
専
門
の
建
築
士
が
相
談
に

応
じ
ま
す
。相
談
は
１
人
１
時
間
程

度
。月
２
回
開
催

①
☎
７
１
２・６
３
２
５
住
環
境
整

備
課
②
☎
７
１
２・６
３
３
７
建
築
指

導
課

♦
♦
♦

マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士
を
派
遣
し
ま
す

申
し
込
み
の
あ
っ
た
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン

の
管
理
組
合
に
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
士

を
派
遣
し
、相
談
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

い
ま
す（
１
回
当
た
り
２
時
間
程
度
）。

詳
し
く
は
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

派
遣
対
象 

市
内
分
譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の

管
理
組
合

～
午
後
４
時

休
所
日 

土
曜
日（
第
２・
第
４
を
除

く
）・
日
曜
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

◆
行
徳
支
所
市
民
相
談
室
☎
３
５
９・ 

１
１
２
１

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

第
２
・４
火
曜
日
、午
前
10
時
～
正

午・午
後
１
時
～
４
時

♦
♦
♦

今
月
は
７
～
９
月
分
の

「
し
尿
収
集
運
搬
手
数
料
」の
納
付
月
で
す

市
が
委
託
す
る
第
一
環
境
㈱
か
ら
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
。10
月
31
日（
火
）

ま
で
に
納
付
書
裏
面
の
指
定
金
融
機

関
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。（
口
座
振
替

の
方
は
同
日
に
引
き
落
と
し
）。

☎
３
２
１・１
４
４
４
第
一
環
境
㈱

市
川
営
業
所
、☎
３
５
６・０
１
２
１

行
徳
営
業
所

◆
く
み
取
り
の
廃
止
、そ
の
他
届
出

事
項
に
変
更
が
あ
る
場
合
は
、届
出
書

（
総
合
市
民
相
談
課（
仮
本
庁
舎
）、

総
務
課
、大
柏
出
張
所
で
配
布
）を（
公

財
）市
川
市
清
掃
公
社（
二
俣
新
町
13

の
１
）ま
た
は
清
掃
事
業
課（
市
川
南

仮
設
庁
舎
）に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

☎
３
２
７・８
１
０
０
同
公
社
ま
た

は
☎
７
１
２・６
３
０
１
同
課

仮
本
庁
舎
第
２
委
員
会
室

（
福
祉
政
策
課
）

♦
♦
♦

行
政
相
談
週
間

10
月
16
日（
月
）～
22
日（
日
）は
行
政

相
談
週
間
で
す
。市
で
は
、行
政
相

談
委
員
が
、国
や
独
立
行
政
法
人
な

ど
へ
の
意
見・要
望・苦
情
を
直
接
伺

う
無
料
相
談
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。

10
月
の
相
談
日 

10
月
18
日（
水
）午

後
１
時
～
２
時
30
分
に
受
付

総
合
市
民
相
談
課（
仮
本
庁
舎
）

☎
７
１
２・８
５
２
９
同
課

♦
♦
♦

結
婚
式
に
ま
つ
わ
る
ト
ラ
ブ
ル
に

気
を
つ
け
て

申
込
金
や
高
額
な
解
約
料
な
ど
の

金
銭
面
や
挙
式
当
日
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。契
約
書
面

な
ど
を
よ
く
確
認
し
、不
明
な
点
は

あ
い
ま
い
に
せ
ず
、そ
の
都
度
、式
場

側
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
☎
３
２
０・ 

０
６
６
６

受
付
日
時 

窓
口
及
び
電
話
相
談
＝

月
～
金
曜
日
、電
話
相
談
の
み
＝
第

２
・４
土
曜
日
、い
ず
れ
も
午
前
10
時

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

傍
聴
し
よ
う〈
希
望
者
は
直
接
会
場
へ
〉

◆
市
政
戦
略
会
議

10
月
24
日（
火
）午
後
４
時
／
市
川

教
育
会
館（
南
八
幡
１
の
10
の
19
）

（
行
財
政
改
革
推
進
課
）

◆
子
ど
も
・
子
育
て
会
議

10
月
11
日（
水
）午
後
１
時
30
分
～
４

時
／
全
日
警
ホ
ー
ル
第
３
会
議
室

（
子
育
て
支
援
課
）

◆
大
町
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン

協
議
会

10
月
12
日（
木
）午
後
１
時
30
分
／

動
植
物
園
内
会
議
室
／
先
着
５
人

（
動
植
物
園
）

◆
社
会
福
祉
審
議
会
障
害
者
福
祉

専
門
分
科
会

10
月
18
日（
水
）午
後
１
時
～
３
時
／

仮
本
庁
舎
第
２
委
員
会
室

（
障
害
者
支
援
課
）

◆
中
小
企
業
融
資
制
度
審
議
会

10
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分
／

仮
本
庁
舎
第
２
委
員
会
室

（
商
工
振
興
課
）

◆
福
祉
有
償
運
送
運
営
協
議
会

10
月
24
日（
火
）午
後
７
時
～
８
時
／

日曜日・水曜日夜間の
市税及び国民健康保険税の納税相談

■日曜日窓口＝10月22日（日）、午前10時～午後3時／
開設場所＝納税・債権管理課（仮本庁舎）☎７１２-
８６５３、国民健康保険課（仮本庁舎）☎７１２-８５３４
■水曜日夜間窓口＝毎週水曜日（祝日を除く）午後5時15
分～8時／開設場所＝納税・債権管理課（仮本庁舎）☎
７１２-８６５３、 総務課税務グループ☎３５９-１１１５、国民健
康保険課（仮本庁舎）☎７１２-８５３４    （納税・債権管理課）

欠真間１丁目（紙・布） ··10/17、11/21
　　 〃      （缶・ビン） ···10/17、11/7・21
香取１丁目（紙・布） ·····10/9、11/13
　　〃　（缶・ビン） ······10/23、11/13・27
行徳ハイムサルビア（缶・ビン）··毎週火曜日※
塩焼５丁目かもめ（紙・布） ··10/19、11/16
　　〃　（缶・ビン） ······10/19、11/2・16
島尻（紙・布） ················10/23、11/27
　〃　（缶・ビン）···········10/23、11/13・27
新田１丁目（紙・布） ·····10/14、11/11
　　〃　 （缶・ビン） ·····10/10・24、11/14・28
新田４丁目（紙・布） ·····10/16、11/20
　　〃　 （缶・ビン） ·····10/16、11/6・20

末広（紙・布） ················10/21、11/18
菅野西（缶・ビン） ·········10/10・24、11/14・28
菅野2丁目（紙・布） ·····10/23、11/27
　　　〃　 　（缶・ビン） ···10/23、11/13・27
須和田１丁目（缶・ビン） ···10/17、11/7・21
須和田第２（紙・布） ····10/18、11/15
関ケ島（紙・布） ············10/15、11/19
   〃　（缶・ビン） ·············10/16、11/20
曽谷第６（缶・ビン） ······毎週土曜日※
宝２丁目イルカ（紙・布） ··11/2
　   〃　   （缶・ビン） ··10/19、11/2・16
根古屋（紙・布） ···········10/24、11/28
   〃　（缶・ビン） ···········10/10・24、11/14・28

東菅野さくら（紙・布） ···10/21、11/18
　　〃　　（缶・ビン） ···10/13・27、11/10・24
福栄かもめ（紙・布） ····10/15、11/5・19
富美浜（紙・布） ···········10/15、11/19
美里苑（紙・布） ···········10/7、11/4
　〃 　（缶・ビン） ·········10/17、11/7・21
湊新田（紙・布） ···········10/20、11/17

【ＰＴＡ】
大野小学校（紙・布） ··10/7、11/4
鬼高小学校（紙・布） ··10/7、11/4
塩浜学園（紙・布） ·······10/7・21、11/4・18
　　〃     （缶・ビン） ····毎週金曜日※

信篤小学校（紙・布） ··10/19、11/16
　　〃　 （缶・ビン） ····10/16、11/13
曽谷小学校（紙・布） ··11/2
稲荷木小学校（缶・ビン） ···10/11・25、11/8・22
中国分小学校（紙） ····10/20、11/17
新浜小学校（紙・布） ··10/10・24、11/14・28
　　〃　 （缶・ビン） ··10/16、11/6・20
福栄小学校（紙・布） ··10/20、11/17
　　〃　 （缶・ビン） ··10/19、11/2・16
二俣小学校（紙・布） ··10/14、11/11
南新浜小学校（紙・布） ··10/13、11/10
　　〃　　 （缶・ビン） ···10/16、11/6・20
宮久保小学校（紙・布） ···10/25、11/29

宮久保小学校（缶・ビン） ··毎週水曜日※
百合台小学校（缶・ビン）···毎週火曜日※

【高齢者クラブ】
香り会（缶・ビン） ··········10/13・27、11/10・24
国府台悠悠会（紙・布） ···10/21、11/18
塩焼２丁目はまみち（紙・布） ··10/19、11/16
　　 〃　 （缶・ビン） ··10/19、11/2・16
平川寿会（紙・布） ·······10/27、11/24
　　〃　　（缶・ビン） ·······10/13・27、11/10・24

【婦人会】
八幡南口（紙・布） ·······10/12、11/9
　　〃　　（缶・ビン） ·····10/12・26、11/9
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市
で
は
、さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
・

資
源
化
を
進
め
る
た
め
、平
成
29
年

４
月
か
ら
ご
み
収
集
回
数
を
変
更
し

ま
し
た
。４
月
～
８
月
の
５
カ
月
間
の

燃
や
す
ご
み
の
収
集
量
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
の
同
時
期
と
比
較
し
て
１
，

１
５
８
ト
ン
の
減
量
が
で
き
ま
し
た
。

　
一
方
で
、資
源
物
の
う
ち
雑
が
み
を

含
む
雑
誌
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
、布
類
は
増

加
し
て
お
り
、市
民
の
み
な
さ
ん
の
減

量
や
分
別
に
関
す
る
努
力
の
成
果
が

表
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、引
き
続
き
ご
み
の
減

量
・
資
源
化
に
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。 み

な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り

燃
や
す
ご
み
１
，１
５
８
ト
ン
減

平成２９年４月～８月（５カ月間）の排出量（速報値）比較 【単位：トン】

品目 平成２８年
４月～８月（Ａ）

平成２９年
４月～８月（Ｂ） 増減比較（Ｂ－Ａ）

燃やすごみ ３３,４０２ ３２,２４４ ▲１,１５８ ▲３．５％
主
な
資
源
物

雑誌・雑がみ １,１７２ １,２８５ １１３ ９.６％
ダンボール １,５４５ １,５７６ ３１ ２．０％

布類 ２０１ ２９０ ８９ ４４.３％

11月26日（日）午後１時30分
　（開場は30分前）～３時30分

文化会館
先着４００人

往復はがき（１枚１人まで）に必要事項（６面上段
参照）、車イス利用の方はその旨を書き、11月15日

（水）必着で男女共同参画課（〒２７２-００３４市川１
-24-２）。市公式Ｗｅｂサイトからも申し込み可

☎３２２-６７００同課

　宇宙戦艦ヤマト「森雪」役
やシティーハンター「野上冴
子」役など、さまざまな声優
経験から培った表現力を、
講談話芸と融合させた一龍

斎春水氏がヒューマンフェス
タいちかわに登場します。障
害がありながらも挑戦的に生
きた女性「中村久子」につい
て講談を演じます。また、中
学生人権作文コンテスト優
秀作品の朗読とハンドベル
の演奏も同時開催します。

ヒューマンフェスタいちかわ２０１７
講談 「中村久子伝」
出演 一

い ち

龍
りゅう

斎
さ い

 春
は る

水
み

（講談師） 
※手話通訳・要約筆記あり

人権週間１２月４日月～１０日日記念事業

▲一龍斎春水氏

ご
み
収
集
回
数
変
更
か
ら
５
カ
月



１
０
０
人
程
度

①
企
業
経
営
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
②
ビ
ジ
コ
ン（
起
業
家
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）③
投
票
と
交
流

会
④
投
票
結
果
発
表
と
表
彰
式
⑤

参
加
者
全
員
で
記
念
撮
影

１
，０
０
０
円（
当
日
受
付
で
支
払
い
）

千
葉
県
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
参
加

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み（
当
日

参
加
可
）

☎
７
１
１・１
１
４
０
商
工
振
興
課

♦
♦
♦

不
動
産
に
関
す
る
無
料
相
談
会

千
葉
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会
所
属

の
鑑
定
士
が
相
談
を
受
け
ま
す
。

10
月
12
日（
木
）午
前
10
時
～
午

後
４
時

仮
本
庁
舎

先
着
約
30
人

☎
０
４
３・２
２
２・５
７
９
５
同
協
会

（
管
財
課
）

♦
♦
♦

調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会

家
庭
内
や
民
事
上
の
も
め
ご
と
に
関

す
る
相
談
に
の
り
ま
す
。訴
訟
ま
た

は
調
停
中
の
件
や
電
話
に
よ
る
相
談

は
不
可
。

10
月
21
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
３
時

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
及
び
船

橋
フ
ェ
イ
ス（
船
橋
市
本
町
１
の
３
の

１
）☎

３
３
４・３
２
４
１
市
川
簡
易
裁

判
所
庶
務
課

（
総
合
市
民
相
談
課
）

♦
♦
♦

法
の
日
記
念「
無
料
法
律
相
談
会
」

法
律
一
般
相
談
の
他
、高
齢
者
相
談
、

ク
レ
ジ
ッ
ト・サ
ラ
金
相
談
な
ど
を
行

創
業
・
起
業
を
計
画
中
ま
た
は
お

考
え
の
方
、30
人

１
０
，８
０
０
円

千
葉
商
科
大
学
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か

ら
申
し
込
み

☎
３
７
３・９
７
５
５
同
大
学
大
学

院
・
社
会
人
教
育
セ
ン
タ
ー
オ
フ
ィ
ス

（
商
工
振
興
課
）

♦
♦
♦

ち
ば
起
業
家
交
流
会

in
船
橋・市
川・八
千
代・浦
安

ち
ば
起
業
家
応
援
事
業
の一
環
と
し

て
、本
市
を
含
め
た
10
の
実
施
主
体

で
合
同
開
催
し
ま
す
。各
市
で
起
業

し
た
５
人
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン
を
発

表
し
、最
も
優
れ
た
提
案
に
対
す
る

参
加
者
投
票
を
行
い
ま
す
。

10
月
26
日（
木
）午
後
２
時
～
５
時

船
橋
商
工
会
議
所（
船
橋
市
本
町

１
の
10
の
10
）

①
子
育
て
中
の
女
性
で
再
就
職

を
希
望
す
る
方
、先
着
30
人
②
男
女

年
齢
問
わ
ず
求
職
中
の
方
、各
回
１

人（
計
３
人
）③
キ
ャ
リ
ア・就
職
意
欲

を
有
す
る
女
性（
①
②
は
１
歳
～
未

就
学
児
の
託
児
あ
り
、先
着
10
人
、

要
予
約
）

①
②
は
☎
０
４
７・４
２
３・０
７
５
７

船
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
商
工
振
興
課
）

♦
♦
♦

起
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

起
業
に
必
要
と
な
る
知
識
や
創
業
事

例
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
学
び
、創
業
計
画

を
作
成
し
ま
す
。

10
月
21
日
～
11
月
25
日
、毎
週

土
曜
日
午
前
10
時
40
分
～
午
後
４

時
20
分（
全
５
回
）

千
葉
商
科
大
学（
国
府
台
１
の
３

の
１
）

♦
♦
♦

子
育
て
お
母
さ
ん
の
再
就
職

支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆
女
性
人
材
対
象

合
同
企
業
説
明
会
in
船
橋

市
、船
橋
市
、県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
、県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

の
共
催
で
、次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

10
月
17
日（
火
）①
午
前
10
時

～
午
後
０
時
30
分
／
再
就
職
支
援

セ
ミ
ナ
ー
。就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
、

応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
対
策

に
つ
い
て
学
び
ま
す（
要
予
約
）②
午

後
１
時
30
分
～
４
時
15
分
／
個
別

相
談（
要
予
約
）③
午
後
１
時
30
分

～
４
時
30
分
／
女
性
積
極
採
用
企

業
15
社
程
度
の
合
同
企
業
説
明
会
。

（
当
日
自
由
参
加
）

船
橋
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

（
船
橋
市
宮
本
２
の
１
の
４
）

い
ま
す
。１
人
30
分
。

10
月
21
日（
土
）午
後
１
時
～
４

時
10
分

千
葉
県
弁
護
士
会
京
葉
支
部（
船

橋
市
本
町
２
の
１
の
34
船
橋
ス
カ
イ

ビ
ル
５
階
）

☎
０
４
７・４
３
１・７
７
７
５
同
支
部

（
総
合
市
民
相
談
課
）

 

募
集

♦
♦
♦

特
別
職
報
酬
等
審
議
会
の

市
民
委
員

特
別
職
で
あ
る
市
議
会
議
員
の
議

員
報
酬
と
市
長・副
市
長
な
ど
の
給

料
及
び
退
職
手
当
を
審
議
す
る
市

民
選
出
の
委
員
を
２
人
募
集
し
ま

す
。会
議
は
年
５
回
程
度
、任
期
２

年
、委
員
報
酬
は
会
議
１
回
に
つ
き

９
，１
０
０
円
で
す
。

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方
、２
人

論
文
テ
ー
マ「
市
川
市
特
別
職
の

報
酬
な
ど
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」に
つ

い
て
１
，２
０
０
字
以
内
に
ま
と
め
、必

要
事
項（
６
面
上
段
参
照
）、職
業
、

簡
単
な
略
歴（
市
政
へ
の
参
加
活
動

歴
を
含
む
）を
書
き
、10
月
23
日（
月
）

必
着
で
職
員
課（
〒
２
７
２
・

８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

☎
７
１
２・８
５
７
４（
同
課
）

♦
♦
♦

保
育
士
資
格
の
あ
る
方

実
習
し
て
み
ま
せ
ん
か

市
の
公
立
保
育
園
で
実
習
し
ま
し
ょ

う
。1
日
6
時
間
、実
習
期
間
10
日

間
。時
給
１
，２
０
０
円
を
お
支
払
い

し
ま
す
。保
育
士
資
格
を
有
し
て
い

る
が
保
育
現
場
で
働
い
た
経
験
が
無

い
方
、ブ
ラ
ン
ク
が
あ
り
自
信
が
無
い

と
い
う
方
、実
際
に
保
育
の
現
場
で

働
き
、か
わ
いい
子
ど
も
た
ち
と
直
接

触
れ
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。平
成
28
年

度
は
、実
習
さ
れ
た
方
の
約
8
割
が

就
労
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。詳
し
く

は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

☎
７
１
１・１
７
９
２
こ
ど
も
施
設

運
営
課

♦
♦
♦

【
芸
術
祭・文
化
祭
】

市
民
将
棋
大
会
の
参
加
者

大
会
日
時
・
場
所 

11
月
12
日（
日
）午

前
９
時
45
分
～
午
後
５
時
／
全
日

警
ホ
ー
ル

参
加
区
分（
ク
ラ
ス
） 

名
人
戦
の
部

（
希
望
者
）、Ａ（
有
段
者
）、Ｂ（
１
～
２

級
）、Ｃ（
３
～
５
級
）、Ｄ（
６
～
８

級
）、女
子
ア
マ
王
位
戦
関
東
大
会

（
優
勝
者
は
全
国
大
会
に
招
待
）

１
，５
０
０
円（
中
学
生
以
下
１
，

０
０
０
円
、飲
物
・
弁
当
・
参
加
賞
付

き
）は

が
き
に
必
要
事
項

（
６
面
上
段
参
照
）と
参

加
ク
ラ
ス
を
書
き
、10
月

31
日（
火
）必
着
で
郵
送
、☎
０
９
０・ 

７
８
３
３・２
４
５
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
３
２
６・ 

５
６
６
２
、ま
た
は
メ
ー
ル（
右
記
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
参
照
）で
市
川
市
将
棋
愛
好

会
連
盟（
〒
２
７
２・０
０
２
１
八
幡
３

の
６
の
１
の
２
１
０
３
寺
下
紀
子
）

（
文
化
振
興
課
）

♦
♦
♦

市
川
市
景
観
賞

市
内
の
良
好
な
景
観
づ
く
り
に
貢
献

す
る
活
動
を
行
っ
た
方
を「
市
川
市

景
観
賞
」と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

啓
発
イ
ベ
ン
ト
、建
築・ま
ち
並
み
、

清
掃
、緑
化
、そ
の
他
の
部
門
に
分

け
自
薦・他
薦
問
わ
ず
募
集
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
、

ま
た
は
市
内
公
共
施
設
に
掲
示
の
ポ

ス
タ
ー
や
景
観
賞
募
集
チ
ラ
シ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。応
募
締
切
11
月
10
日

（
金
）ま
で

☎
７
１
２・８
５
９
６
ま
ち
並
み
景

観
整
備
課

訂
正
前
号
で
ご
案
内
し
て
お
り

ま
し
た
、９
月
下
旬
か
ら
10

月
に
か
け
て
の「
公
共
施
設
個
別
計

画
に
つ
い
て
の
市
民
説
明
会
」は
、延

期
と
な
り
ま
し
た
。今
後
の
予
定
に

つ
き
ま
し
て
は
、決
ま
り
次
第
、広
報

紙
や
市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
お
知

ら
せい
た
し
ま
す
。

10月7日〜11月30日
（雨天などのため変更することもあります）

市がごみ集積所で回収する
缶・ビンとは異なります。

☎712-6301清掃事業課

大型ごみの申し込み（清掃事業課）
専用電話712-6300電話のかけ間違いに注意

※印は祝日を除く

【自治会】
市川グリーンハイツ（缶・ビン） ···毎週金曜日※
市川パークハイツ（缶・ビン） ···毎週金曜日※
市川大野パークホームズ（紙・布） ··10/10・24、11/14・28
　   〃　   （缶・ビン） ··毎週土曜日※
市川南（紙・布・缶・ビン） ···毎週水曜日※
市川南３・４丁目（缶・ビン） ···10/11・25、11/8・22
稲越（紙・布） ················10/14、11/11
大境（紙・布） ················10/26、11/23
　〃　 （缶・ビン） ·········10/12・26、11/9
大芝原（紙・布・缶・ビン） ···10/16、11/6・20
大町第３市営（紙・布） ···10/15、11/19
　 〃　 　（缶・ビン） ···10/7・21、11/4・18

鬼高（ビン） ···················10/10・24、11/14・28
北方東部（缶・ビン） ····10/19、11/2・16
国府台町会（紙・布・缶・ビン） ···10/23、11/13・27
国府台２丁目（紙・布・缶・ビン） ···10/23、11/13・27
国分７丁目（缶・ビン） ···10/18、11/1・15
幸１丁目（缶・ビン） ······10/19、11/2・16
幸２丁目（缶・ビン） ······10/19、11/2・16
塩浜市営住宅（紙・布） ····10/15、11/19
　  〃 　（缶・ビン）······10/13・27、11/10・24
塩焼３丁目ちどり（紙・布） ··10/8、11/12
下貝塚２丁目（紙・布） ···11/3
　     〃 　 （缶・ビン） ···10/7・21、11/4・18
白幡（缶・ビン） ·············10/10・24、11/14・28

新田２・３丁目（紙・布） ···10/14・28、11/11・25
　    〃　  （缶・ビン） ···毎週金曜日※
新八幡（紙・布） ···········10/10、11/14
    〃　（缶・ビン） ·········10/10・24、11/14・28
曽谷第２（缶・ビン） ······10/17、11/7・21
曽谷第４（缶・ビン） ······10/16、11/6・20
宝１丁目（紙・布） ·········11/2
　〃　 （缶・ビン） ·········10/19、11/2・16
中国分（紙・布・缶・ビン） ···毎週水曜日※
平田町会（缶・ビン） ····毎週木曜日※
宮久保台（紙・布） ·······10/14、11/11
　 〃 　（缶・ビン） ········10/11・25、11/8・22
八幡下町（缶・ビン） ····10/17、11/7・21

八幡門前（紙・布・缶・ビン） ····11/6
梨風苑（紙・布・缶・ビン） ···10/19、11/2・16
若宮１丁目町会（紙・布・缶・ビン） ···11/7
若宮２丁目町会（紙・布） ····11/1
　　 〃　　　（缶・ビン） ····10/18、11/1・15

【子ども会】
相之川（缶・ビン） ·········毎週水曜日※
新井（紙・布） ················10/23、11/27
　〃　（缶・ビン）···········10/23、11/13・27
大洲（紙・布） ················10/15、11/19
   〃  （缶・ビン） ·············毎週月曜日※
北国分（紙・布・缶・ビン） ···毎週金曜日※

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内

広報いちかわ　2017年（平成29年）10月7日　No.15773 暮らし

申込資格 ①平成28年12月22日以前から市に住民登
録をして、引き続き現在も居住している方②現在、遺骨を保
持し、その遺骨の祭

さ い

祀
し

を主宰する世帯主または戸籍筆頭
者もしくはその配偶者③その他必要な条件を満たす方（詳し
くは、案内書をご覧ください）

申込受付・案内書配布期間 
10月10日（火）～27日（金）
配布場所 総合市民相談課（仮本庁舎）・ 総務課・大

柏出張所・南行徳市民センター・市川駅行政サービスセン
ター（土曜日含む）・霊園管理事務所（土・日曜日、祝日含む）

案内書についている申込書及び専用はがきに必要事
項を書き、霊園管理事務所に郵送
抽選会 11月８日（水）勤労福祉センター本館
使用許可予定日 12月22日（金）

※２.５平方メートル新規普通墓地（遺骨保持の方）及び４、
６、12平方メートル返還普通墓地（遺骨保持の方、遺骨改
葬の方）は年間を通して随時募集を受け付けています。詳し
くは募集案内をご覧になるか、またはお問い合わせください。

☎３３７-５６９６霊園管理事務所

募集区画数と墓地使用料（一般申込区分）
種類 面積 募集数 墓地使用料

新規芝生墓地 １.５平方メートル ５０区画 ４９９,５００円
返還芝生墓地 ４.０平方メートル ９区画 １,１９８,８００円

市川市霊園 
一般墓地の使用者募集

市長  大
お お

久
く

保
ぼ

 博
ひろし

▲ハゼ釣りを楽しむ大久保市長

　江戸川が黄
こ

金
がね

色の夕陽に美しく染まる季節
となりました。市民のみなさんはいかがおすごし
でしょうか。
　「江戸川」と聞くと、お隣の区を思い浮かべ
る方もいらっしゃるかもしれません。しかし、江戸
川は「いちかわ景観100選」を公募した際には
数多くの票を集めるなど、市川市民にとって生
活に溶け込んだ風景にもなっている、身近な存
在です。緑が映える北部から、街のビルが川面
に映り込む中部、海を感じる南部など、地域ご
とに異なる景観をつくり、季節や時間帯によっ
てもさまざまな顔を見せてもらえることが、みな
さんに愛される理由の一つかもしれません。
　また、古くは水運による交流や発展をもたら
し、現在は本市のシンボルマークや、キャッチフ
レーズ“いつも新しい流れがある　市川”の由
来にもなっているなど、江戸川は本市と切って
も切り離せない存在です。
　これから空気が澄み始め、景観も一層美しく
見えます。
　さわやかな秋空の下、ランニングやサイクリ
ングなどのスポーツ、家族でのピクニックやハ
ゼ釣り、史跡を巡る散歩に、生き物観察など、さ
まざまな楽しみ方ができる江戸川。あなたは、ど
のような楽しみ方をされますか。
　本市は、私たちに潤いと安らぎを与えてもら
えるこの川を、都市の貴重なオープンスペース
や観光資源として活用し、将来に引き継いでま
いります。

秋、さまざまな楽しみを
江戸川で 

市民のみなさんへ
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特集 1 特 集 1

　行楽の秋、遠くに出かけるのもいいけれど、身近な江戸川に出かけてみるのはいかがでしょうか。
江戸川には豊かに広がる水辺空間があります。市ではこの空間を活用し、憩いやレクリエーション
の場として整備をしています　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ☎ 712-8632広報広聴課

身近なようで知られていない 江戸川 の魅力

　江戸川堤防部を走る
サイクリングロード。富士
山やスカイツリーを望む
ことができ、休憩施設、
案内板なども設置してい
ます。

　多くの歴史を積み重ね、今
がある江戸川。今年、常夜
灯公園にあずまやが新設さ
れます。平成31年には妙典
橋の開通、平成32年に行徳
橋架け替えが予定されてい
ます。

　昭和３２年に竣
しゅん

工
こう

した行徳可
か

動
どう

堰
ぜき

。当時は東洋一のローリングゲー
トを有する可動堰でした。その役割は
２つあり、１つはゲートを閉じることで
海水が逆流することを防ぐ機能、もう
１つは洪水時などにゲートを開けるこ
とで、水を安全に海に流す機能で
す。江戸川水

すい

閘
こう

門
もん

とともに、日々活
躍しています。

　桜オーナー制度によ
り植えられた桜が４カ所
あります。

桜オーナー制度
による河津桜

桜オーナー制度
による河津桜

桜オーナー制度
によるソメイヨシノ

桜オーナー制度
による河津桜

●市川関所跡

夏は市川市民
納涼花火大会

京成線

常夜灯公園

　文化9（1812）年に江戸との航
路安全を祈願して建てられた常
夜灯。現在、周辺は公園として整
備され憩いの場となっています。

健康遊具やグラウンドで
体を動かせます。

放水路工事の様子
（国土交通省 江戸川河川事務所提供）川を身近に感じることができる「川まち 行徳 塩まつり」

江戸名所図会 行徳船場

気持ち良いサイクリングやウォーキング

これからの江戸川

60年もの間、私たちを守ってくれる

桜の見どころ

常夜灯

スカイツリー、富士山や草花など被写体が豊富

秋の陽気にボートを浮かべて

江戸川で秋の自然を楽しんでください

川
に
沿
う
街 

行
徳

地
元
の
人
た
ち
に
よって

造
ら
れ
た
江
戸
川
放
水
路

　若いときから写真を撮っていて、江戸川には
よく行きます。
　特に早朝や夕焼け、変わった形の雲が出た
時などは、いつも新しい出会いがあります。あま
りにも夕焼けが美しいときは、散歩している人
やランナーも立ち止まりスマートフォンで撮影し
てしまうくらいです。本格的に写真を撮る人も、
気軽に撮る人も満足できますよ。11月前後は
ダイヤモンド富士が見えるので楽しみです。

　波が小さく安全な江戸川放水路でのハゼ釣りは、家族連れ
にぴったりです。初めてでも簡単に釣れますし、秋には、サイズも
大きくなり、釣れたときの感触をより楽しめます。釣った後は、10
センチメートルより大きいものは開いて天ぷらに、小さいものは
放流するかから揚げに、数が釣れない場合は野菜と一緒にか
き揚げにするのがおすすめ。さらに骨は素揚げにして、“骨クッ
キー”にするとカルシウム豊富なおやつ、おつまみになります。

鈴木さんからのアドバイス
１）場所を変えて釣る。ボートを借りるといいでしょう。
２）ボートを借りるとき、釣れる場所を聞く。
３）天気予報をチェック。またインターネットで潮見表を確認する。
満潮・干潮前後の1時間は釣れにくいです。

　これからの季節は、バードウォッチングが
おすすめです。里見公園下の江戸川河川
敷には最近市内でも見かけなくなったキジ
が生息し、オオタカなどの猛

もう

禽
きん

類
るい

、モズやホ
オジロ、さらにベニマシコなどの珍しい野鳥
も飛来します。東京湾に近いところにはサ
ギが多く、春秋の渡りの季節にはシギやチ
ドリ、冬にはカモを見ることができます。
　親子で訪れるなら、河川敷の草むらを見
てください。バッタやカマキリなどの虫たち
が隠れていますよ。

実は貴重な生き物がいます。
　江戸川は、かつての汚れた川のイメージから
はすっかり変わりました。春にはアユが遡

そ

上
じょう

し、
コイやフナ、ウナギなども暮らしています。海の
近くでは最北限に生息すると言われているトビ
ハゼ、河川敷の一部には県内でも珍
しいフジバカマ、ヨシ原の一部には市
川市天然記念物のヒヌマイトトンボが
生き残っています。これらは市と国
や県、市民、研究者などが力を合わ
せて守ってきたものです。

　

私
が
小
さ
い
頃
、江
戸
川
は
と
て
も
身
近
な

存
在
で
し
た
。土
手
が
広
が
り
、桟
橋
で
衣
類

や
食
器
を
洗
っ
て
い
た
も
の
で
す
。ま
た
新
川
・

小
名
木
川
な
ど
を
経
由
し
、船
で
日
本
橋
ま

で
行
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　

川
が
整
備
さ
れ
た
の
は
、江
戸
時

代
に
行
徳
で
作
ら
れ
た
塩
を
江
戸

城
に
運
ぶ
た
め
で
す
。や
が
て
、成
田

山
へ
の
参
拝
が
盛
ん
に
な
る

１
８
０
０
年
頃
に
は
、旅
人
が
行
き

来
し
、常
夜
灯
が
建
て
ら
れ
た
新
河

岸（
現
在
の
常
夜
灯
公
園
の
あ
た
り
）

を
中
心
に
大
変
に
ぎ
わ
っ
て
い
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
、人
々
の
生
活
に
添
う
江

戸
川
、こ
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

伝
え
て
い
き
た
い
で
す
。

　

曽
祖
父
か
ら
聞
い
た
話
で
す
が
、放
水
路

が
で
き
る
前
は
田
畑
が
広
が
っ
て
い
ま
し

た
。八
幡
と
行
徳
は
地
続
き
で
、我
が
家
は

現
在
の
行
徳
橋
の
上
流
に
あ
っ
た
そ
う
で

す
。水
害
を
何
度
か
被
り
、風
呂
桶
が
約
３

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
の
本
八
幡
付
近
ま
で
流
さ

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
か
。

　

こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
、大
正
５

年
か
ら
放
水
路
を
掘
削
し
た
の
で
す
が
、

堤
防
の一
部
は
地
元
の
人
が
力
を
合
わ
せ
て

人
力
で
造
っ
た
そ
う
で
す
。当
時
は
手
作

業
も
あ
り
大
変
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

工
事
に
あ
た
り
、家
な
ど
を
動
か
し
た
の

で
す
が
、放
水
路
の
場
所
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
春
日
神
社
が
行
徳
の
胡
録
神
社
の
敷

地
に
あ
る
の
は
、そ
の
証
し
で
す
。

佐々木健さんが江戸川沿いで撮影した写真

市川市写真協会
IPPSクラブ
佐々木 健さん

フジバカマ

モズ

ヒヌマイトトンボ

トビハゼ

フジバカマの
群生地

サイクリングロード

　小岩へ行き来する乗船場があったた
め、江戸時代初期にこの関所が設けら
れました。「出女と入鉄砲」が厳しく取り
締まられたという記録が残っています。

市川関所跡

自然博物館
金子 謙一学芸員

ハゼ釣りの書籍を
多数出版している
鈴木 和明さん

東京
メト
ロ東
西線

行徳文化懇話会
会長 田中 愛子さん

放水路ができる前
から代々住んでいる
早川 宏さん

歴史
を知る

江戸
川を知る

写真
を撮る

江戸
川を知る

ハゼを釣る

自然
と親しむ

体を動かす

トビハゼの生息地

ハゼ釣りスポット

JR京
葉線

WC P
トイレ・駐車場

WC
トイレ

桜オーナー制度桜オーナー制度

JR総
武線

市川
橋

WC
トイレ

江
戸
川
大
橋

行
徳
橋

新
行
徳
橋江戸川水

すい

閘
こう

門
もん

行
徳
可

か 動ど
う 堰ぜ

き

仮
称
妙
典
橋（
建
設
中
）

市川
大橋

サ
イ
クリングロード

サイクリングロード

今井橋

歴史
を知る

史跡
を巡る

史跡
を巡る

WC P
トイレ・駐車場

▲建設中の仮称妙典橋



秋
は
家
族
で
歯
科
検
診

家
族
の
笑
顔
は
健
康
な
お
口
か
ら

00

慮
く
だ
さ
い
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

子
育
て
サ
ー
ク
ル
代
表
者
研
修
会

親
子
体
操
の
ほ
か
、子
育
て
サ
ー
ク
ル

の
紹
介
、情
報
展
示
を
行
い
ま
す
。

11
月
９
日（
木
）午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

南
行
徳
市
民
セ
ン
タ
ー

子
育
て
サ
ー
ク
ル
の
代
表
者
、歩

け
る
乳
幼
児
か
ら
未
就
学
児
ま
で
の

子
育
て
サ
ー
ク
ル
に
興
味
の
あ
る
親

子
、先
着
40
組

講
新
玲
子
氏（
体
育
指
導
員
）

10
月
10
日（
火
）午
前
９
時
か
ら
☎

７
１
１・１
７
３
６
す
こ
や
か
応
援
隊

先
着
15
組

10
月
10
日（
火
）か
ら
☎
７
１
１・ 

０
１
３
５
子
育
て
ナ
ビ
八
幡

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

す
こ
や
か
ひ
ろ
ば
in
二
俣

「
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
」

親
子
で
遊
ん
だ
り
、情
報
交
換
を
し

た
り
で
き
ま
す
。午
前
11
時
10
分
か

ら
は
、画
用
紙
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
バ
ッ
グ

を
作
り
ま
す
。

10
月
16
日（
月
）午
前
10
時
30
分

～
午
後
２
時
30
分（
時
間
内
出
入
り

自
由
）。正
午
～
午
後
１
時
は
、持

参
し
た
昼
食
を
会
場
内
で
食
べ
ら

れ
ま
す
。

東
京
経
営
短
期
大
学（
二
俣

６
２
５
の
１
）

０
～
３
歳
ま
で
の
親
子　
　

10
月
13
日（
金
）ま
で
に
☎
７
１
１・ 

１
７
３
６
す
こ
や
か
応
援
隊

♦
♦
♦

４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座

計
測
、育
児
や
離
乳
食
の
話
、個
別

相
談
、お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
。

４
カ
月
の
乳
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
で
き
な
か
っ
た
場
合
５
カ
月
の

乳
児
も
可
。予
約
不
要
。市
川
公
民

館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
来
館
は
ご
遠

♦
♦
♦

歯
み
が
き
レ
ッ
ス
ン（
年
齢
別
）

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

離
乳
食
教
室

離
乳
食
の
進
め
方
の
話
と
実
演
、試

食
。１
日
２
回
同
じ
内
容
で
実
施
。

◆
離
乳
食
教
室（
１
回
食
）

①
11
月
20
日（
月
）②
11
月
８
日

（
水
）・27
日（
月
）

４
～
６
カ
月
児
の
保
護
者

◆
離
乳
食
教
室（
２
回
食
）

①
11
月
24
日（
金
）②
11
月
２
日

（
木
）・30
日（
木
）

７
・８
カ
月
児
の
保
護
者

①
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各
35
人

②
南
行
徳
保
健
セ
ン
タ
ー
先
着
各

24
人

時
間 

午
後
１
時
～
２
時
、午
後
２
時

30
分
～
３
時
30
分

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
栄
養
担
当

♦
♦
♦

お
仕
事
し
て
て
も
幼
稚
園

出
張
子
育
て
ナ
ビ

保
育
時
間
の
延
長
や
長
期
休
暇
中

も
通
園
で
き
る「
就
労
支
援
型
預
か

り
保
育
」を
実
施
し
て
い
る
幼
稚
園

が
あ
り
ま
す
。就
労
支
援
型
預
か
り

保
育
に
つ
い
て
紹
介
し
、幼
稚
園
で

の
幼
児
教
育
、仕
事
と
幼
稚
園
の
１

日
の
流
れ
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

11
月
6
日（
月
）浄
光
寺
幼
稚

園
、11
月
16
日（
木
）つ
く
し
幼
稚
園
、

11
月
20
日（
月
）自
然
幼
稚
園
、い
ず

れ
も
午
前
10
時
30
分
か
ら（
受
付
は

10
分
前
）

妊
婦
～
１
歳
児
の
保
護
者
、各
園

各
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
予
約

※
市
川
公
民
館
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の

来
館
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。大
野
公

民
館
は
奇
数
月
の
み
開
催
。信
篤
公

民
館
は
、４
カ
月
あ
か
ち
ゃ
ん
講
座
の

み
開
催
。保
健
セ
ン
タ
ー・南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
以
外
の
会
場
は
体
重
20

キ
ロ
グ
ラ
ム
、身
長
１
０
０
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ま
で
の
測
定
。

♦
♦
♦

発
達
相
談 

お
座
り
や
ハ
イ
ハ
イ
を
し
な
い
な
ど
、

子
ど
も
の
発
達
に
心
配
の
あ
る
方
の

個
別
相
談
。

11
月
17
日（
金
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、11
月
６
日（
月
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
午
前
中

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

妊
婦
歯
科
健
診

11
月
９
日（
木
）／
保
健
セ
ン

タ
ー
、11
月
16
日（
木
）／
南
行
徳
保

健
セ
ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
付
は
午
後

１
時
20
分
～
２
時

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
歯
科
担
当

♦
♦
♦

育
児
相
談

身
長
、体
重
測
定
、授
乳・離
乳
食
、

子
育
て
な
ど
に
関
す
る
相
談
。

乳
幼
児
及
び
そ
の
保
護
者

（
火
）／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
11
月
14
日

（
火
）・
28
日（
火
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時

～
２
時
。

平
成
28
年
４
月
生
ま
れ
の
子
に
10

月
中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。

内
科
健
診
は
、医
療
機
関
で
個
別

に
行
い
ま
す
。２
歳
の
誕
生
日
以
降

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

♦
♦
♦

３
歳
児
健
康
診
査

①
11
月
８
日（
水
）・
22
日（
水
）

／
保
健
セ
ン
タ
ー
②
11
月
15
日

（
水
）・
29
日（
水
）／
南
行
徳
保
健
セ

ン
タ
ー
、い
ず
れ
も
受
付
は
午
後
１
時

～
２
時

平
成
26
年
５
月
生
ま
れ
の
子
に
10
月

中
旬
ご
ろ
通
知
を
発
送
し
ま
す
。４
歳

の
誕
生
日
以
降
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

☎
３
７
７
・４
５
１
１
保
健
セ
ン

タ
ー
、☎
３
５
９・８
７
８
５
南
行
徳

保
健
セ
ン
タ
ー

子
ど
も
・
教
育

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査

①
11
月
７
日（
火
）・
21
日

…エコボポイント対象（数字はポイント数）  　　…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数） ●各公共施設にお越しの際は、公共交通機関のご利用をお願いします。00
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※
往
復
は
が
き
の
場
合
は
返
信

用
の
あ
て
先
も
記
入 

※
は
が

き
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、い
ず
れ
の
場
合
も

右
記
の
必
要
事
項
を
書
い
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。※
熱
を
加
え

る
と
消
え
る
筆
記
用
具
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

①
行
事・講
座
名
な
ど

　
（
日
時・コ
ー
ス
も
）

②
住
所

③
氏
名（
ふ
り
が
な
）

④
年
齢（
学
年
）

⑤
電
話・Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

⑥
そ
の
他
必
須
事
項

申
し
込
み
事
項

対 象
日程 ・ 受付時間

保健センター 南行徳
保健センター

赤ちゃん（１０～１１カ月児）
はじめての歯ブラシみがき

11月8日（水）
午前10時

11月15日（水）
午前10時

11月22日（水）
午前10時

11月29日（水）
午前10時

２歳児（２歳６カ月～３歳未満児）
歯みがきとぶくぶくうがいの練習

11月17日（金）
午前10時・11時

11月13日（月）
午前10時・11時

成人
歯みがきと健

けん

口
こう

体操
11月17日（金）

午後３時
11月13日（月）

午後３時

会 場 日 程 受付時間
保健センター 11月24日（金）９:30～

9:45南行徳保健センター 11月10日（金）
大野公民館 11月9日（木）

9:4５～
１0:00

妙典子育て
支援センター 11月17日（金）

信篤公民館 11月16日（木）
行徳公民館 11月24日（金）
市川公民館 11月30日（木）

会 場 日 程 受付時間 申し込み

大野公民館 11月9日（木）
〈相談あり〉

１3:3０～
１3:5０

〈測定のみ〉
１4:3０～
１5:0０

保健センター
☎３７７-４５１１市川公民館 11月30日（木）

保健センター 11月24日（金）

南行徳
保健センター 11月10日（金） 南行徳

保健センター
☎３５９-８７８５行徳公民館 11月24日（金）

11月19日（日）午前10時
保健センター　　
市内在住の方、先着１００人
10月10日（火）から☎３３２-０１８７同会口

腔サポートセンター

　

市
川
市
歯
科
医
師
会
で
は
、80
歳
に
な
っ
て
も
20
本
以
上
自

分
の
歯
を
保
つ「
８
０
２
０
運
動
」を
推
進
し
て
い
ま
す
。今
回

は
、口
臭
測
定
、歯
科
検
診
、口こ

う

腔く
う

内
写
真
、フ
ッ
素
塗
布
な
ど
、

家
族
で
一
緒
に
受
け
ら
れ
る
歯
科
検
診
を
行
い
ま
す
。詳
し
く

は
、同
会
の
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。   

（
健
康
支
援
課
）▲家族で歯の健康チェックをしよう

入 園 資 格 平成２５年４月２日～平成２６
年４月１日生まれ（２年保育）。ただし、市内
私立幼稚園に在園しておらず、原則として
各幼稚園の通園区域内在住が条件。
申請書配布 １０月２３日（月）～２７日（金）午
後２時１５分～４時、各園。
申請書受付 １０月３０日（月）～１１月６日（月）

午後２時１５分～４時、各園へ世帯全員が
記載された住民票１通を提出（土・日曜日、
祝日は除く）。
選 考 日 １１月２４日（金）午前９時から
各園。※詳しくは幼稚園のＷｅｂサイトでも
閲覧可。
※平成２７年度から子ども・子育て支援新
制度が施行されたことに伴い、利用者負
担額（保育料）は保護者の市民税額に応じ
た料金体系となっています。

○はリフレッシュ型の預かり保育、◎は就労支援型の預かり保育を実施している園で、月～金曜日の
午前８時～午後５時３０分（一部時間延長実施園有り）及び長期休業時（夏季・冬季・春季）も実施
☆子ども・子育て支援新制度に移行している園 ※1 平成３０年度から移行予定 ※2 平成３０年度から実施予定　

☎７１１-１７８５こども入園課

幼稚園名 募集人数 所在地 電話
信篤   ７０人 高谷１-８-１ ☎３２８-２３２５
大洲   ７０人 大洲４-３-１２ ☎３７０-３６４８
南行徳 １０５人 欠真間１-６-１５ ☎３５８-５３３３
百合台   ７０人 曽谷６-１０-１ ☎３７３-８９３７
新浜   ７０人 行徳駅前４-５-２ ☎３９６-２５２１
塩焼 １０５人 塩焼５-９-１ ☎３９７-３８５７

ひまわり学級（特別支援学級）
設 置 園 大洲幼稚園・南行徳
幼稚園・百合台幼稚園
受付期間 １０月２４日（火）～１２月
２日（土）

☎３２０-３３３６教育センター相
談室

☎７１１-１７８５こども入園課

入園案内や申請書の配布及び受付の日程、預かり保
育時間については、直接各園にお問い合わせください。

私立幼稚園

市立幼稚園

市
内
幼
稚
園
の
平
成
30
年
４
月
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

幼稚園名 所在地 電話 預かり
保育

日出学園 菅野２-２１-１２ ☎３２２-４０１２ ○
自然 市川１-２４-２１ ☎３２２-４０９５ ◎
和光 相之川２-１２-２８ ☎３５７-２３３１ ○
市川学園 八幡５-１-１０ ☎３３４-４７７０ ◎
市川学園第２ 東菅野４-１３-１ ☎３３９-１５３１ ◎
みどり 中山３-１０-４ ☎３３４-１２２4 ◎

国府台文化☆ 中国分３-６-２４ ☎３７２-７００５ ○
つくし 大和田３-３-３ ☎３７６-５９２２ ◎
昭和学院 宮久保１-３-８ ☎３７４-８３００ ◎
市川聖マリヤ☆※1 八幡３-１９-１２ ☎３２３-５３７１ ○
真間山☆ 真間４-９-１ ☎３７１-７２５１ ◎
富貴島 八幡６-１２-１２ ☎３３４-４８６０ ◎
アイリス 北方２-２９-９ ☎３３５-５５３０ ◎
須和田 須和田１-２０-３ ☎３７１-５４５７ ◎※2

共立 新田４-１５-２７ ☎３７７-０８５１ ◎
曽谷 曽谷１-４-１ ☎３７１-５４４０ ○

幼稚園名 所在地 電話 預かり
保育

白菊 南八幡３-１５-１ ☎３７８-２１６０ ○
大町不二 大町１０３ ☎３３７-８３３７ ○
若宮 若宮３-５３-４ ☎３３９-２０５７ ○
わかたけ 北方町４-１７９８ ☎３3８-１６６１ ○
ソフィア 稲荷木３-２２-５ ☎３７９-１０１５ ○
宮久保 宮久保６-７-２ ☎３７１-７３２０ ◎
浄光寺 大野町３-１９１７ ☎３３７-８４１３ ◎
国分 曽谷５-３２-１８ ☎３７３-１４８１ ◎
いなほ 国分３-４-１２ ☎３７３-２２０１ ○
鬼高 鬼高３-１４-１８ ☎３７０-６５８３ ○
築葉根 北方町４-２１７１ ☎３3８-４８００ ○
原木 原木１-８-１ ☎３２７-１２９１ ◎

アンデルセン 堀之内１-９-１７ ☎３７４-１７５１ ○
東浜 行徳駅前３-１２-１４ ☎３９６-５３２１ ○
三愛 東国分１-２０-１２ ☎３７３-７２７２ ○
塩浜 塩浜４-２-２８-１０１ ☎３９９-２５７８ ◎

い い 歯 と お 口 の 健 康 ウ ィ ー ク



♦
♦
♦

国
府
台
病
院
祭

健
康
相
談・各
種
測
定・院
内
紹
介
ツ

ア
ー
・
作
品
展
示
・
市
民
公
開
講
座

な
ど
を
行
い
ま
す
。

10
月
21
日（
土
）午
前
10
時
～
午

後
４
時

国
立
国
際
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

国
府
台
病
院（
国
府
台
１
の
７
の
１
）

☎
３
７
５・４
７
１
１
同
病
院

（
保
健
医
療
課
）

♦
♦
♦

や
ま
ぶ
き
祭

屋
台
、ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
、抽
選
会
、フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
な
ど

を
行
い
ま
す
。

10
月
15
日（
日
）午
前
11
時
～
午

後
２
時（
雨
天
中
止
）

障
害
者
支
援
施
設
や
ま
ぶ
き
園

（
奉
免
町
１
９
１
の
２
）

☎
３
２
０・７
２
４
１
同
施
設

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

視
覚
障
害
者
点
字
講
習
会

10
月
12
日・26
日
、い
ず
れ
も
木
曜

日
午
前
10
時
～
正
午

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
セ
ン

タ
ー中

途
失
明
者（
新
会
員
募
集
）

☎
３
７
３・４
８
０
４
視
覚
障
害
者

福
祉
会（
久
保
）

（
障
害
者
支
援
課
）

♦
♦
♦

成
年
後
見
無
料
相
談
会

行
政
書
士
が
応
じ
ま
す（
来
館
順
）。

10
月
13
日（
金
）午
後
１
時
～
４
時

市
川
公
民
館

☎
０
４
７・４
６
８・８
７
２
４
コ
ス

モ
ス
成
年
後
見
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

千
葉
県
支
部

（
介
護
福
祉
課
）

号
、参
加
希
望
日（
①
の
み
か
、①
と

②
か
）を
書
き
、10
月
18
日（
水
）必
着

で
障
害
者
支
援
課（
〒
２
７
２
・

８
５
０
１
※
住
所
不
要
）。Ｆ
Ａ
Ｘ

７
１
２・８
７
２
７
ま
た
は
☎
７
１
２・ 

８
５
１
７
で
の
申
し
込
み
も
可
。

♦
♦
♦

重
症
心
身
障
害
児
者
支
援
研
修
会

重
症
心
身
障
害
児
者
の
身
体
特
徴

と
支
援
方
法
を
学
び
ま
す
。

①
10
月
20
日
②
11
月
17
日
③
12

月
15
日
、い
ず
れ
も
金
曜
日
午
後
７

時
～
９
時

急
病
診
療・ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

各
50
人
程
度

講
坂
本
昇
氏（
理
学
療
法
士
）

10
月
16
日（
月
）ま
で
に
☎
７
１
２・ 

８
５
１
７
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
２
・ 

８
７
２
７
障
害
者
支
援
課

♦
♦
♦

健
康
市
川
市
民
の
集
い

「
認
知
機
能
は
大
丈
夫
で
す
か 

高
齢

者
の
自
動
車
運
転
」を
テ
ー
マ
に
、講

演
や
体
操
な
ど
を
行
い
ま
す
。

10
月
21
日（
土
）午
後
２
時（
受
付

は
30
分
前
）～
４
時
45
分

市
川
市
医
師
会
館（
真
間
１
の
９

の
10
）

☎
３
２
６・３
９
７
１
市
川
市
医

師
会

（
健
康
支
援
課
）

♦
♦
♦

「
目
の
愛
護
デ
ー
」電
話
無
料
相
談

県
眼
科
医
会
会
員
が
目
の
健
康
に
つ

い
て
の
相
談
に
お
答
え
し
ま
す
。

相
談
電
話 

☎
０
４
３・２
４
２・４
２
７
１

10
月
９
日（
祝
）午
前
９
時
～
午
後

４
時☎

０
４
３
６・２
６・５
５
６
７
千
葉

県
眼
科
医
会（
事
前
申
し
込
み
不
要
）

（
保
健
医
療
課
）

０
７
６
３
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

宮
久
保
・
下
貝
塚

◆
幸
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

10
月
17
日（
火
）午
後
１
時
～
３
時

愛
・グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
幸（
幸
２
の
３

の
23
）

歯
科
医
師
に
よ
る
講
座「
お
い
し
い

お
食
事
を
い
つ
ま
で
も
お
口
か
ら
食
べ

る
為
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
」

認
知
症
の
方
、介
護
を
し
て
い
る
方
、

認
知
症
に
つい
て
知
り
た
い
方
、15
人

２
０
０
円（
茶
菓
子
代
）

10
月
16
日（
月
）ま
で
に
☎
０
９
０・ 

１
６
９
３・４
６
６
２
同
ホ
ー
ム（
齊
藤
）

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

失
語
症
会
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座

失
語
症
を
正
し
く
理
解
す
る
た
め

の
①
基
礎
講
座
と
、②
失
語
症
の
方

と一
緒
に
会
話
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

養
成
す
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座（
全

９
回
）が
あ
り
ま
す
。

講
松
本
真
紀
氏（
言
語
デ
イ
サ
ー
ビ

ス 

ミ
カ
タ
市
川
、言
語
聴
覚
士
）

①
基
礎
講
座 

11
月
1
日(

水)

、②

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座 

11
月
6
日

（
月
）・20
日（
月
）、12
月
4
日（
月
）・20

日（
水
）、平
成
30
年
1
月
10
日（
水
）・

24
日（
水
）、2
月
7
日（
水
）・19
日

（
月
）・28
日（
水
）、い
ず
れ
も
午
後
１

時
～
５
時

①
全
日
警
ホ
ー
ル
、②
全
日
警

ホ
ー
ル・保
健
セ
ン
タ
ー・
大
洲
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
の
い
ず
れ
か

①
＝
市
内
在
住
の
方
、抽
選
で
40

人
程
度
、②
＝
①
の
受
講
後
に
失
語

症
会
話
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
活
動
で

き
る
方
、抽
選
で
10
人
程
度

は
が
き
に
必
要
事
項（
６
面
上
段

参
照
）、日
中
連
絡
が
つ
く
電
話
番

 

講
座・催
し

♦
♦
♦

高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
講
座

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
府
台

10
月
18
日（
水
）午
前
10
時
～
11

時
30
分

国
府
台
公
民
館（
国
府
台
３
の
２

の
22
）

介
護
者
の
交
流
会

先
着
10
人

☎
３
７
３・６
５
３
９
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
分

10
月
23
日（
月
）午
後
１
時
～
２

時
45
分

西
部
公
民
館

認
知
症
に
つい
て
知
ろ
う

先
着
30
人

☎
３
１
８・５
５
６
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
柏

10
月
26
日（
木
）午
前
10
時
～
正
午

大
野
公
民
館

介
護
者
の
交
流
会

先
着
15
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
同
セ
ン
タ
ー

◆
高
齢
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
国
分

10
月
26
日（
木
）午
後
１
時
～
２

時
30
分

平
川
自
治
会
館（
東
国
分
２
の
１

の
25
）

成
年
後
見・相
談・遺
言

先
着
20
人

☎
３
１
８・５
５
６
５
同
セ
ン
タ
ー

（
介
護
福
祉
課
）

♦
♦
♦

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
の
方
へ
の
対
応
方
法
に
つ
い

て
、事
例
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
な
が
ら
学

び
ま
す
。

10
月
20
日（
金
）午
後
１
時
30
分

～
３
時

大
野
公
民
館　

先
着
30
人

☎
３
３
８・６
５
９
５
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
大
柏

（
地
域
支
え
あ
い
課
）

♦
♦
♦

認
知
症
カ
フ
ェ

◆
認
に
ん
。

工
作
・
歌
・
体
操
な
ど
の
他
、介
護
相

談
も
で
き
ま
す
。

10
月
24
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

大
野
中
央
病
院
本
部
棟（
下
貝
塚

３
の
31
の
２
）

認
知
症
の
方
と
そ
の
家
族
、10
人

程
度10

月
23
日（
月
）ま
で
に
☎
３
７
３・ 

♦
♦
♦

中
学
生
と
乳
幼
児
親
子
の

ふ
れ
あ
い
交
流

学
校
の
授
業
に
親
子
で
参
加
し
、中

学
生
と
交
流
し
ま
す
。い
ず
れ
も
１

日
か
ら
参
加
可
能
。

乳
幼
児
親
子
、各
日
20
組

◆
第
一
中
学
校
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い

10
月
13
日（
金
）・
18
日（
水
）・
20
日

（
金
）、い
ず
れ
も
午
前
９
時
35
分
～

11
時
25
分

第
一
中
学
校

☎
３
２
２・１
４
０
４
ま
た
は
直

接
、市
川
こ
ど
も
館　

◆
高
谷
中
学
校
生
徒
と
の
ふ
れ
あ
い

10
月
25
日（
水
）・26
日（
木
）・27
日

（
金
）、11
月
１
日（
水
）・２
日（
木
）、

い
ず
れ
も
午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分高

谷
中
学
校

事
前
ガ
イ
ダ
ン
ス 

10
月
18
日（
水
）・

19
日（
木
）／
信
篤
こ
ど
も
館
、20
日

（
金
）／
田
尻
こ
ど
も
館
、い
ず
れ
も

午
前
10
時
30
分
～
11
時

☎
３
７
６・１
１
１
８
ま
た
は
直

接
、南
八
幡
こ
ど
も
館　

（
子
育
て
支
援
課
）

健
康
・
福
祉

 

お
知
ら
せ

♦
♦
♦

後
期
高
齢
者
歯
科
口
腔
健
康
診
査

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
証
を
持

ち
、昭
和
16
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

17
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
に
、無

料
で
受
診
で
き
る
受
診
票
を
５
月

下
旬
に
発
送
し
て
い
ま
す
。未
受
診

の
方
は
、10
月
31
日（
火
）ま
で
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

協
力
歯
科
医
療
機
関
に
各
自
で

予
約☎

７
１
２・８
５
３
３
国
民
健
康
保

険
課

♦
♦
♦

地
域
猫
不
妊
等
手
術
費
を一部
助
成

地
域
で
管
理
し
て
い
る
地
域
猫
の
不

妊
等
手
術
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。手
術
は
必
ず
助
成
の
決
定
通
知

を
受
け
て
か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。事

前
に
団
体
の
登
録
が
必
要
で
す
。詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間 

10
月
10
日（
火
）～
12

月
22
日（
金
）。先
着
順
。予
算
枠
に

達
し
た
時
点
で
受
付
終
了

☎
７
１
２・６
３
０
９
環
境
保
全
課

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内
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川
駅
北
口
を
出
て
北
に
向

か
い
、国
道
一
四
号
線
を

渡
っ
て
西（
左
）に
曲
が
る
と
、国

道
に
面
し
て「
日
蓮
宗
真ま

間ま

弘ぐ

法ほ
う

寺じ

」の
石
碑
が
建
って
い
る
。石
碑

を
入
口
に
北
に
延
び
る
道
路
が
、

今
回
取
り
上
げ
る
大だ

い

門も
ん

通
り
で

あ
る
。

　
こ
の
通
り
は
日
蓮
宗
の
古こ

刹さ
つ

弘

法
寺
の
参
道
で
、一キ
ロ
ほ
ど
北
上

し
て
急
な
石
段
を
登
る
と
寺
の
山さ

ん

門も
ん

に
至
る
の
で
、名
は
山
門（
大

門
）に
由
来
す
る
。慶
応
四
年

（一八
六
八
）の「
利と

根ね

川が
わ

東と
う

岸が
ん

弌い
ち

覧ら
ん

」と
い
う
錦に

し
き

絵え

に
は「
弘
法
寺

大
門
通
」と
書
か
れ
、そ
の
名
が

江
戸
時
代
末
期
に
さ
か
の
ぼ
る
こ

と
が
わ
か
る
が
、い
つ
か
ら
そ
う
呼

ば
れ
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。あ
え
て

想
像
す
る
な
ら
ば
、寺
の
ほ
ど
近

く
に
あ
る
真ま

間ま

万ま
ん

葉よ
う

顕け
ん

彰し
ょ
う

碑ひ

と

い
う
石
碑
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
。

　
顕
彰
碑
は「
継つ

ぎ

橋ば
し

」「
真ま

間ま
の

娘お
と

女め
の

墓は
か

」「
真ま

間ま
の

井い

」と
刻
ま
れ
た
三

つ
の
碑
の
こ
と
で
、『
万
葉
集
』に

詠う
た

わ
れ
た
旧
跡
を
顕
彰
す
る
た
め

に
、元
禄
九
年（一六
九
六
）に
建
て

ら
れ
た
。「
継
橋
」が
現
継
橋
の
た

も
と
、「
真
間
娘
女
墓
」が
伝
説
の

乙
女
手て

児こ

奈な

の
墓
所
と
さ
れ
る

手
児
奈
霊れ

い

堂ど
う

入
口
、「
真
間
井
」

が
湧
水
池
の
あ
っ
た
亀か

め

井い

院い
ん

入
口

に
あ
る
。

　
碑
の
建
立
は
弘
法
寺
の
日に

っ

貞て
い

上し
ょ
う

人に
ん

が
発
議
し
て
、檀
家
で
幕
府

の
御お

大だ
い

工く

頭が
し
らで
あ
っ
た
鈴す

ず

木き

長な
が

頼よ
り

が
お
こ
な
っ
た
。「
継
橋
」と「
真

間
娘
女
墓
」の
碑
は
大
門
通
り
に

面
し
て
い
る
の
で
、寺
の
参
道
を

意
識
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。こ
れ

を
参
道
の
整
備
事
業
と
み
な
せ

ば
、通
り
の
名
は
整
備
以
降
に
定

着
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
夜
の
帳と

ば
り

が
お
り
て
か
ら
、大
門

通
り
を
北
端
の
弘
法
寺
の
山
門

あ
た
り
か
ら
眺
め
て
み
よ
う
。通

り
の
先
に
は
煌こ

う

々こ
う

と
し
た
市
街
地

が
広
が
り
、高
層
マ
ン
ション
が
そ

び
え
立
つ
。そ
の一方
、弘
法
寺
が

近
く
な
る
に
つ
れ
、住
宅
街
の
静

寂
な
空
間
が
広
が
り
、両
者
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
に
息
を
の
む
。寺
の

北
側
に
は
下
総
国
府
の
中
心
が

あ
っ
た
の
だ
か
ら
、こ
の
コ
ン
ト
ラ

ス
ト
は
市
川
の
現
在
と
過
去
を

表
し
て
い
る
よ
う
で
も
あ
る
。商

店
街
の
街
灯
に
照
ら
さ
れ
た
大

門
通
り
は
、市
川
の
現
在
と
過
去

を
結
ぶ
架
け
橋
で
、ラ
イ
ト
ア
ッ

プ
さ
れ
た
山
門
は
歴
史
の
入
口
の

よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

（
考
古
博
物
館 

山
路
直
充
）

大
門
通
り

―
市
川
の
現
在
と
過
去
の
架
け
橋
―

▲大門通りの入口

市

5656

◆ パブリックコメント ◆ 

◆ご意見をお寄せください◆

市
内
在
住・在
勤・在
学
、市
内
に
事
務
所・事
業

所
を
有
す
る
個
人・法
人・団
体
、本
件
に
利
害
関

係
を
有
す
る
法
人・個
人
、及
び
本
市
に
関
心
を
も

つ
方

提
出
方
法 
上
記
閲
覧
場
所
で
配
布
の
意
見
用

紙
に
住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）ま
た
は
団
体
名
、

意
見
を
書
き
、11
月
６
日（
月
）ま
で（
消
印
有
効
）

に
持
参
、郵
送
、ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
７
１
２・ 

８
７
２
７

で
障
害
者
支
援
課（
〒
２
７
２・８
５
０
１
※
住
所

不
要
）。市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
か
ら
も
提
出
可

☎
７
１
２・８
５
１
２
同
課

　

市
で
は
、「
誰
も
が
自
分
に
あ
っ
た
生
活
を
選
ぶ
こ

と
が
で
き
、安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」を
目
指
し
、

現
在「
第
３
次
い
ち
か
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
」の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。こ
の
素
案
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と

も
に
、意
見
の
募
集
を
行
い
ま
す
。

募
集
期
間 

10
月
７
日（
土
）～
11
月
６
日（
月
）

閲
覧・音
声
資
料
貸
出
場
所 

市
公
式
Ｗｅ
ｂ
サ
イ
ト
、

障
害
者
支
援
課（
仮
本
庁
舎
）、発
達
支
援
課（
こ
ど
も

発
達
セ
ン
タ
ー
内
）、市
政
情
報
セ
ン
タ
ー
、市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー（
中
央
図
書
館
、行
徳
図
書
館
、大
野
公
民
館

図
書
室
、男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

第
３
次
い
ち
か
わ
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン【
市
川
市
障
害
者
計
画
・
第
５
期
市
川
市

障
害
福
祉
計
画・第
１
期
市
川
市
障
害
児
福
祉
計
画
】の
素
案
に
関
す
る
意
見
の
募
集



ここが助かる
お迎えに行ってもらえるので、
夜でも安心です。

ここがうれしい
我が家の家庭の味を「おいし
い」と喜んで食べてくれます。

ここがうれしい
お子さんの成長を見られます。

ここが助かる
外出ができない産後に長女と
遊んでもらえます。
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特集 2 特 集 2

　同センターは地域で子育てを支援する相互援助活動の会
員組織で、協力会員３６８人、依頼会員５，２９３人、両方会員
４７４人が登録しています（平成29年９月現在）。保育園や小
学校などの開始前・終了後の預かりや送迎、保護者の病気、
産前・産後、リフレッシュの際の預かりなど、子育てで困ってい
る方を地域の協力・両方会員がサポートします。また、アドバイ
ザーは、会員の方が安心して活動できるように、相談や連絡調
整に応じるなど、きめ細かいサポートを行います。

火～土曜日
午前９時～午後５時いちかわファミリー・サポート・センター

　本市では、18歳未満の子どもを育てている世帯の9割
以上が、父母と子どもだけの核家族世帯です。市では、共
働きも増える中、「ちょっとの時間、子どもを預かってもら
う、もうひとつの家族のような関係づくり」として、平成11年
に、子育ての相互援助活動である「ファミリー・サポート・セ

ンター事業」を開始しました。この事業は、子育ての援助を
受けたい人と援助をしてあげたい人、双方が会員となり助
け合う会員組織です。子どもたちの健やかな未来のため
に、皆さんで子育ての輪を広げていきましょう。

☎７１１-０６７７子育て支援課

　協力会員の塩谷さんご夫妻は、定年退
職後、平成18年に都内から転入し、協力
会員に。斉藤さんは、次女・柊

しゅう

子
こ

ちゃんの産
後、育児休業中の平成22年に長女・楓

ふう

子
こ

ちゃんの保育園の送迎を契機に依頼会員
に。復職後の現在も、残業などで帰宅が遅
くなるときに塩谷さんに学童への送迎と預
かりをお願いしています。

　もともと依頼会員だった坂倉さんは、次
男が小学2年生になった昨年から両方会
員に。石渕さんは、昨年第２子・充

みつ

輝
き

くんの
妊娠中に依頼会員になり、主に充輝くんの
産後に、第１子・唯

ゆい

佳
か

ちゃんの預かりや、保
育園の送迎をお願いしています。

　第２子を出産した石渕さん。生後間もない
赤ちゃんを連れての外出は控えたいので、代
わりに坂倉さんに連れて行ってもらいました。

　斉藤家のパパとママは今日は残業。子
どものお迎えと夕食は、塩谷さんにお願い
しました。

無理なく続けることが大切
　「自分たちも共働きでの育児で
たくさんの方のお世話になったの
で、次の世代に恩送りをしたく、協
力会員になりました。日中は夫婦共
に趣味の時間を大切にして、主に
夕方から週2回ほどお子さんの送
迎や預かりをすることで、無理なく
続けられています。ご両親に少し

でも心の余裕が生まれ、
それがひいては子ども
のためになればと願っ
ています」

自分にできるサポートをしたい
　「子どもが小さい頃、協力会員
の方に助けられた経験から、家
事や育児・パートの合間の時間で
『自分にできるサポートをしたい』
と思い、両方会員になりました。
もともと息子の友達がよく家に
遊びにきていたことや、センター
での研修もあり、抵抗なく始めら
れました。お子さんの成長を見ら
れることはもちろん、この活動を
介して地域の知り合いが増える
のもうれしいです」

我が家にとって心強い存在
　「お互い実家が遠方のため、夫婦
の力だけで育児をするには限りがあ
ります。塩谷さんのように地域に家族
のことをかわいがってくれ、何かあっ
たときに駆け込める関係がある、とい
うのは本当に心強いです。また、塩
谷さんには共働きの先輩として
相談に乗ってもらうこともあり、
その言葉に助けられることもあり
ます。塩谷さんから受けた恩
を、いずれ私たちが別の方
に送ることができるといい
なと思います」

支えてくれる「第2のママ」
　「第2子誕生を控え、２歳の長女へ
のサポートが十分にできるか不安に
なり第2子を出産する病院で相談し
たところ、この制度を紹介され会員
になりました。娘は坂倉さんと過ごす
時間をとても楽しみにしており、まるで
『第２のママ』のような存在です。ま
た、私も育児の悩みや疑問を聞いて
もらい、本当にありがたいです。今月
で育休が終わり、職場復帰します
が、今後も地域の方の助けを得なが
ら仕事や育児を頑張りたいです」

送迎ならできるわ。

産後のお手伝い
をしてほしい。

お手伝いしてくれる方を
紹介します。

子どもが大好き。
お手伝いしてあげたいわ。

子育て中だけど、
できる範囲でお手
伝いしたい。

保育園のお迎えに
間に合わない。

つながりあってひろげよう 子育ての輪

会員になろう

こんなときに こんなときに
ちょっと上の子を預かってほしいお迎えに行けない 

ある日の流れ

塩谷さんが学童にお迎え

塩谷さん宅で夕食

坂倉さんが石渕さん宅にお迎え

坂倉さんと公園へ

ママがお迎えに

お昼ごろまで公園で遊んだあとは、
唯佳ちゃんを家まで送り届けてもらいました。

ある日の流れ

ファミリー・サポート・センター
ファミリー・サポート・センターとは

ファミリー・サポート・センター
（アドバイザー）

（子育ての手助けをしてほしい方）

（両方できる方）

　入会説明会に参加し、会員登録をします。
生後2カ月～小学校6年生修了時の子どもの保護者
で、市内在住・在勤の方

上記協力・依頼会員両方の条件を満たす方

　基礎研修のほか、希望する方は「子育てサポーター養
成講座」や「産明けサポーター養成講座」、今年度から新
設の「救命救急講習」を受講することができます。
市内在住で子どもが好きな方、心身ともに健康でボラ
ンティア精神のある20歳以上の方

保育士や幼稚園教諭の資格を持った
アドバイザーがサポートする他、
研修体制も充実しています。

（子育てを支えてくれる方／性別不問）

▲生後２カ月からの乳児を預かる方を対象とした「産明けサポーター養成講座」

◀︎
フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー
ト・セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

Ｑ
誰でも利用することができるの？

Ａ
生後2カ月～小学校6年生修了時
の子どもの保護者で、市内在住・
在勤の方が利用できます。

Ｑ
利用するには

どんな手続きが必要なの？

Ａ
依頼会員も協力会員も、まずは説
明会に参加して、会員登録を行う

必要があります。

Ｑ
謝礼はどれくらい？

Ａ
月～金曜日の午前７時～午後８時：

５００円／１時間
土・日曜日、祝日および、上記以外の時間：

６００円／１時間
※その他食費などの実費は
事前に両者で確認します

Ｑ
協力会員になるのに資格は必要？

Ａ
資格は必要ありませんが、子どもを
預かるために必要な基礎研修（安
全・事故対策等）を受ける必要が

あります。

Ｑ
もし子どもが

けがや事故に遭ったらどうなるの？

Ａ
会員と子どもにかかる補償保険に

加入しています。

Q&A

☎377-5503
本 部 妙典支部

☎701-2321まずは、お問い合わせください 

両方会員
（両方できる方）

塩し
お

谷や

さ
ん
ご
夫
妻
▶

斉
藤
さ
ん
ご
夫
妻
◀︎

▲「じじ、ヒント言っちゃだめだよ」と一緒に遊ぶ姿は、実の家族のよう。

▲「塩谷さんが預かり中の
様子を書いてくれる連絡ノー
トは宝物」と、斉藤さん。

石
渕
さ
ん
◀︎

依頼会員 依頼会員協力会員 両方会員

両方会員

妙典６-２-45大洲１-18-１

協力会員

（　　　　　）子育てを支
えてくれる方

依頼会員

（　　　　　　）子育ての手助け
をしてほしい方

協力会員

依頼会員



 講座・催し
♦♦♦
リサイクルブック市
図書館で不要になった本を無料で差し上げ
ます（持ち帰り用袋持参、1人5冊まで）。

10月28日（土）午前10時～午後3時、当
日午前9時30分からメディアパーク市川1階
で整理券を配布。50分ごとの入場入替制

（全5回、各回に人数制限あり）。
メディアパーク市川グリーンスタジオ（車で

の来場はお控えください。古本業者または
転売目的の方は入場不可）

☎320-3346中央図書館
♦♦♦
体験学習①「土偶をつくろう」
②「土器をつくろう」（いずれも全4回）
①では、まじないなどに使われた縄文時代の
土偶を②では、本物の縄文土器を手本にし
ながら、実物の約半分の大きさの土器をつく
ります。いずれも博物館友の会共催。

①「土偶をつくろう」／１１月５日（日）午
後１時３０分～３時＝講義「土偶の基礎知
識」、１２月３日（日）・１０日（日）いずれも午前
１０時～午後３時＝「成形と磨き」、１２月１７日

（日）午前１０時～午後３時＝「焼き上げ」
②「土器をつくろう」／11月5日（日）午前10
時～正午＝講義「縄文土器の基礎知識」、
11月12日（日）・19日（日）いずれも午前10時
～午後3時＝「成形と磨き」、12月17日（日）
午前10時～午後3時＝「焼き上げ」

考古博物館
抽選で各２０人
いずれも１,０００円
往復はがきに必要事項（6面上段参照）

を書き、10月19日（木）必着で同館（〒272-
0837堀之内2-26-1）

☎３７３-２２０２同館
♦♦♦
博物館友の会 拓本表装②
掛け軸またはパネル作りを行います。

１０月１５日（日）午前１０時～午後３時３０分
歴史博物館
抽選で２０人
掛け軸５,４００円、パネル１,５００円
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１０月１２日（木）まで（消印有効）に歴

史博物館（〒２７２-０８３７堀之内２-２７-１）
☎０９０-９２３１-４３８３博物館友の会

（同館）
♦♦♦
グリーンシアター

１０月１３日（金）午後２時（開場は３０分前）
メディアパーク市川グリーンスタジオ

「星野道夫 Ａｌａｓｋａ 星のような物語 感
受編 春～夏／希望編 晩秋～冬、そして再
び春」（２００６年・日・カラー・１２０分）

先着２２０人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）
♦♦♦
東山魁夷記念館通常展 特別企画Ⅲ

「川﨑家の系譜展―川﨑小虎・川﨑鈴
彦・東山すみ―」
東山魁夷の岳父・川﨑小虎をはじめとする
川﨑家にまつわる資料と作品によって、川
﨑家の系譜をひもとき、紹介します。

１２月３日（日）まで（月曜日休館。祝日にあ
たる場合は翌平日）

東山魁夷記念館
一般５１０円、６５歳以上４００円、高校生・

大学生２５０円、中学生以下無料
☎３３３-２０１１同館

♦♦♦
東山魁夷記念館「冬のワークショップ」
－日本画の画材（岩絵具）でオリジナル
犬張子をつくろう－

１１月１１日（土）午後0時30分～４時
東山魁夷記念館及び第四中学校
抽選で３０人（小学生は要保護者参加。

１人１点製作。未就学児及び見学だけの入
場は不可）

高校生以上１,０００円、小・中学生５００
円

市公式Ｗｅｂサイトまたは往復はがきに参
加者全員の必要事項（６面上段参照）を書
き、１０月３０日（月）必着で同館（〒２７２-０８１３
中山１-１６-２）

☎３３３-２０１１同館
♦♦♦
水木洋子邸一般公開「水木邸の暮らし」

１０月１４日（土）・１５日（日）、２８日（土）・２９日
（日）、いずれも午前１０時～午後４時

水木洋子邸

◆ミニイベント「押し花でハロウィーンを楽し
もう」

１０月２９日（日）午後２時～３時
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）
♦♦♦
動植物園のミニ鉄道で
蒸気機関車を運行
鉄道の日にちなみ、本物同様に石炭を燃や
して蒸気の力で走るミニ蒸気機関車（ＳＬ）の
特別運行を行います。当日は、新幹線Ｅ５系

「はやぶさ」も走ります。
１０月１５日（日）ミニＳＬ運行＝午前１０時

３０分～正午と午後１時～２時３０分、ミニ鉄
道運行＝午前９時４５分～正午と午後0時
４５分～４時

動植物園内ミニてつ広場
入園料と乗車券（１歳以上１回１００円）
☎３３８-１９６０同園

♦♦♦
「８ミリフィルムをビデオに変換」
８ミリフィルムで撮影した古い映像をＶＨＳ、Ｄ
ＶＤ、Ｂｌｕ-ｒａｙに写し替えてみませんか。

１０月２８日（土）午前１０時～ 午後４時
メディアパーク市川文学研修室
先着１４人
撮影した８ミリフィルムと録画用ＶＨＳテー

プまたはＤＶＤ-Ｒ・ＢＤ-Ｒ
☎３２０-３３３４文学ミュージアム（月曜日

休館）
♦♦♦
親子宿泊体験
自然豊かな施設で親子の触れ合いや他の
家族との交流を深めましょう。

１０月２８日（土）午後２時～２９日（日）午後
１時３０分

少年自然の家
宿泊体験、野外炊事、天体観望、ネイ

チャーゲーム・クラフト、リフレッシュ運動
市内小・中学生を含む親子、先着１５家族

（１家族８人まで。必ず保護者の方を代表者
として参加してください）

１人２,０３４円（夕食・朝食・野外炊事食材・
シーツクリーニング・保険代。当日受付時に
徴収）

１０月２２日（日）まで（１０日（火）、１６日（月）を
除く）に☎３３７-０５３３少年自然の家

♦♦♦
季節を感じる散策会

「秋の田んぼ―ふれあい農園周辺」
稲刈りの終わった田んぼに咲く、タデの花な
どを観察しながら、秋の風景を楽しみます。

１０月１５日（日）午前１０時（動物園券売
所前集合）～１１時３０分（荒天中止）

☎３３９-０４７７自然博物館
♦♦♦
いきいきセンターまつり
いきいきセンターで活動する団体が一堂に
会し、民謡・太極拳・カラオケの発表や、絵手
紙・書道の作品展示などを行います。

10月19日（木）午前９時50分（展示は午
前10時30分から）～午後４時30分、20日

（金）午前９時30分～午後４時（展示は午後
３時30分まで）

文化会館
☎７１２-８５１８地域支えあい課
♦♦♦
みんなでスポーツ２０１７
健康と体力向上を目指し、軽スポーツにチャ
レンジしてみませんか。体力レベルを測る新
体力テストも体験できます。

10月29日（日）午前10時～午後３時
スポーツセンター
運動できる服装、タオル、運動靴（屋内・

外）、昼食、飲み物、他
☎３７３-３１１２スポーツ課

♦♦♦
いちかわオープンガーデン２０１７秋
一生懸命に丹精込めたお庭を、所有者（オー
ナー）のご厚意により公開いただく催しです。
公開時間は各会場によって異なります。詳し
くは市公式Ｗｅｂサイトをご覧ください。

10月21日（土）・22日（日）
☎７１２-８５９７まち並み景観整備課

♦♦♦
八幡一番街商店会 いちフェス
１日限定、秋空の下のショッピングモールで
商店会の逸品と、おはやし・ジャズ・オペラな
どの生演奏をお楽しみください。

１０月１５日（日）正午～午後６時
八幡一番街通り（八幡２丁目、ＪＲ本八幡

駅北口徒歩１分）
☎０９０-８５１０-８００１いちフェス実行委員会

（商工振興課）

…健康マイレージポイント対象（数字はポイント数）  ●これまでの「広報いちかわ」が市公式Ｗｅｂサイト・検索 広報　　　（http://www.city.ichikawa.lg.jp/pla04/1111000009.html）でご覧になれます。00
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■
吹
奏
楽
演
奏
会

　

吹
奏
楽
演
奏
会
や
軽
食
販
売・

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
間 

午
前
11
時
～
午
後
３
時

☎
３
７
９・２
０
０
５
県
立
現
代

産
業
科
学
館

●
ニ
ッ
ケ
コ
ル
ト
ン
プ
ラ
ザ

■
移
動
動
物
園 
ふ
れ
あ
い
動
物
園

時
間 

午
前
11
時
～
午
後
４
時

コ
ル
ト
ン
広
場

☎
３
７
８・３
５
５
１
ニッ
ケ
コ
ル

ト
ン
プ
ラ
ザ

　
メ
デ
ィ
ア
パ
ー
ク
市
川
・
県
立

現
代
産
業
科
学
館
・ニ
ッ
ケ
コ
ル

ト
ン
プ
ラ
ザ
の「
さ
ん
し
ゃ
」に
よ

る
年
に一
度
の
感
謝
祭
で
す
。

10
月
22
日
日
は
鬼
高
へ　

火
は
、古
く
か
ら
人
間
の
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
き

ま
し
た
。火
の
積
極
的
利
用
や
発
火
具
の
発
明・使
用

は
、人
間
の
人
間
ら
し
い
営
み
と
言
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。今
回
は
、世
界
の
発
火
具
に
精
通
し
、自
ら
も
火

お
こ
し（
キ
リ
モ
ミ
式
）の
達
人
で
あ
る
和
光
大
学
の

関
根
秀
樹
氏
の
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

10
月
22
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

歴
史
博
物
館（
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

当
日
先
着
70
人　

３
０
０
円（
資
料
代
）

博
物
館
講
演
会「
火
と
発
火
具
の
文
化
史
」

　

外
か
く
環
状
道
路
工
事
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
で

明
ら
か
に
な
っ
た
須
和
田
の
後
通
遺
跡
は
、縄
文
～
江

戸
時
代
の
市
川
を
考
え
る
上
で
大
き
な
意
味
を
持
っ
て

い
ま
す（
考
古
博
物
館
で
展
示
中
）。今
回
は
、奈
良
～

室
町
時
代
に
焦
点
を
当
て
、古
代
か
ら
中
世
へ
変
貌
す

る
市
川
を
テ
ー
マ
に
講
演
を
行
い
ま
す
。

10
月
29
日（
日
）午
後
１
時
30
分
～
４
時

歴
史
博
物
館（
公
共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

当
日
先
着
70
人

講
①「
中
世
の
市
川
～
発
掘
調
査
成
果
を
中
心
と
し

て
～
」／
井
上
哲
朗
氏（
千
葉
県
教
育
振
興
財
団
）②「
後

通
遺
跡
と
下
総
国
府
」／
山
路
直
充（
考
古
博
物
館
）

古い
に
し
え

を
知
り
、学
ぶ

▲キリモミ式の発火具で
火おこしをする関根氏

（「縄文生活図鑑」より）

☎
３
７
３・２
２
０
２
考
古
博
物
館

鬼
高
さ
ん
し

祭

速
報
展
関
連
講
演
会

「
後
通
遺
跡
と
古
代・中
世
の
市
川
」

う
し
ろ
ど
お
り



やってみよう
仲間募集〜趣味・交流

このコーナーは１週号に掲載しています。

たのしもう
イベント

締
め
切
り
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■ 

各
部
門
の
締
め
切
り
日
と
掲
載
号

締
め
切
り
日
現
在
で
、直
近
の
掲
載
号
へ
の

応
募
作
品
と
し
ま
す
。

は
が
き
な
ど
の
用
紙
に
、未
発
表
の
も
の

を
締
め
切
り
ご
と
に
1
人
3
作
品（
要
ふ

り
が
な
）ま
で

応
募
方
法 

応
募
部
門・住
所・氏
名（
ふ

り
が
な
）・電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

各
締
め
切
り
日
ま
で
に
、直
接
ま
た
は

郵
送
で
広
報
広
聴
課（
仮
本
庁
舎
）（
〒 

２
７
２・８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

☎
７
１
２・８
６
３
２
同
課

本広場への掲載は、各施設にある「平成29
年度市民の広場掲載依頼書」により、‘記載
の決まり’に従ってお申し込みください。

☎712-8632、FAX712‐8764広報広聴課

締
め
切
り
日（
消
印
有
効
）

掲
載
号

短
歌

10
月
20
日（
金
）
12
月
２
日
号

川
柳

11
月
20
日（
月
）
１
月
１
日
号

俳
句

12
月
20
日（
水
）
２
月
３
日
号

［
川
柳
選
評
］ち
よ
さ
ん
、こ
の
句
の
下

五
が
素
晴
ら
し
い
言
葉
の
発
見
で
す
。

実
際
は
密
航
者
で
す
が
。ス
ス
キ
や
ワ
カ

メ
が
外
国
で
迷
惑
を
か
け
て
い
る
よ
う

で
す
。美
耶
子
さ
ん
、ご
ち
そ
う
な
ら

喜
ん
で
迎
え
入
れ
る
の
に
、お
い
し
く
な

い
薬
ば
か
り
で
は
胃
も
疲
れ
果
て
ま
す

ね
。照
子
さ
ん
、若
い
頃
は
こ
ん
な
に
細

か
っ
た
ん
で
す
ね
。意
外
性
の
あ
る
下

五
で
、川
柳
が
生
き
て
い
ま
す
。断
捨

離
に
も
ち
ょっ
と
躊
ち
ゅ
う
ち
ょ躇さ
せ
ら
れ
ま
す

ね
。昭
夫
さ
ん
、パパ
は
仕
事
で
す
ね
。マ

マ
も
の
び
の
び
し
て
い
ま
す
ね
。積
み
込

む
の
が
、荷
物
で
は
な
く
て
笑
顔
と
は

す
ば
ら
し
い
発
見
で
す
。お
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
待
って
い
ま
す
ね
。芳
利
さ
ん
、中

七
に
人
生
観
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す

ね
。美
し
く
老
い
る
に
は
、立
ち
居
振
る

舞
い
と
心
の
持
ち
方
で
し
ょ
う
ね
。

	
	

川
口
　
雅
生
　
選

外
来
の
花
の
種
に
も
パ
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ポ
ー
ト

	

田
尻	

石
川
　
ち
よ

胃
の
中
で
ぶ
つ
か
り
あ
っ
て
い
る
薬

	

南
行
徳	

嶋
田	

美
耶
子

青
春
の
思
い
つ
ま
っ
た
Ｓ
サ
イ
ズ

	

福
栄	

松
井
　
照
子

パ
パ
抜
き
の
笑
顔
積
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込
む
帰
省
バ
ス

	

菅
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和
賀
井	

昭
夫

あ
き
ら
め
て
心
に
化
粧
励
む
妻

	

中
国
分	

永
井
　
芳
利

●第31回公募･輪の輪展 工芸絵画/10月7日
（土）～9日（祝）午前10時～午後6時（9日は午
後3時まで）/文化会館/輪の輪工芸会/☎090-
1250-6636野竹内
●新生くろまつダンスパーティ/10月8日（日）午
後1時20分～4時20分/行徳公民館/要申し込み
/1,200円/新生くろまつダンスサークル/☎356-
7708大森（昼間）
●市民吹奏楽団 第2回定期演奏会/10月9日

（祝）午後1時30分～4時/文化会館/市川ウイン
ドオーケストラ/☎374-3546鹿野（昼間）
●日本の神話、伝説を学ぶ/10月12日（木）午後
7時～8時30分/中央公民館/要申し込み/参加費
1,000円/古事記に親しむ会/☎337-0676宇野
●第6回南八幡写真クラブ写真展/10月13日

（金）～15日（日）午前10時～午後6時（13日は
午前11時から、15日は午後5時まで）/八幡市民
会館（全日警ホール）/南八幡写真クラブ/☎393-
3203久保田
●書道筆ペンボールペン楽しく上達/10月14日

（土）午後1時30分～3時30分/行徳公民館/要申
し込み/玄書会/☎090-9833-5717真島（昼間）
●深く呼吸できるストレッチ＆美声/10月17
日、11月7日･21日いずれも火曜日午前10時45
分～11時45分/南行徳市民談話室/要申し込み
/2,000円/ミューク/☎090-5183-1783冨永
●寺田賢明（まさあき）淡彩スケッチ展/10月18
日（水）～22日（日）午前11時～午後5時（18日は
午後1時から、22日は午後4時まで）/八幡市民会館

（全日警ホール）/☎090-1427-3813寺田
●国盗り物語第三巻 司馬遼太郎著/10月19日

（木）午前10時30分～午後0時30分/生涯学習
センター/うずしお読書会/☎379-8007久保
●セピアの電蓄音楽会/10月21日（土）午後1時
30分～4時20分/木内ギャラリー/☎325-3440日
下部（夜間）
●情報交換「良縁をつなぐ親の会」/10月21日

（土）午後2時～4時/文化会館/要申し込み/（一
社）日本少子化対策機構MFB親の会/☎080-

5064-8188松岸（昼間）
●70億人に伝えたい講演録上映/10月22日

（日）①午前10時～午後0時30分･②午後2時
～4時30分/八幡市民会館（全日警ホール）/シェ
ア･インターナショナルネットワーク/☎080-5698-
6223山﨑（夜間）
●いきいきコンサートin市川/10月22日（日）午
前10時30分～午後4時10分/文化会館/市川シ
ニアアンサンブル/☎090-6163-1347柴田（昼
間）
●第6回油絵獅子友会展/10月26日（木）～29日

（日）午前10時～午後7時（26日は正午から、29日
は午後3時まで）/八幡市民会館（全日警ホール）/
油絵獅子友会/☎339-4324鈴木
●磁器上絵付作品展/10月27日（金）～29日（日）
午前10時～午後5時（29日は午後4時まで）/芳
澤ガーデンギャラリー/アトリエ･プチローズ/☎373-
9365原山
●ガンバの会20周年記念の集い/10月28日

（土）午後1時～4時/八幡市民会館（全日警ホー
ル）/NPO法人生活困窮･ホームレス自立支援ガン
バの会/☎704-9915鹿島（昼間）
●子供の身体能力向上運動スクール/10月28
日、11月25日、12月16日いずれも土曜日午前11時
～11時45分（幼児、３歳～）、午前11時50分～午
後0時50分（小学生）（全3回）/勤労福祉センター
本館/要申し込み/4,500円（全3回）/エリートキッズ
/☎080-5436-8037園田
●秋のダンスパーティー/10月29日（日）午後1時
30分～4時30分/行徳公民館/1,000円/社交ダ
ンスサークル　プロムナード/☎396-4037中津川
●リバースダンスパーティ/10月29日（日）午後2
時～5時/南行徳市民談話室/1,000円/リバース
ダンスサークル/☎090-2155-6206大島
●大人のためのフルートコンサート/10月31日

（火）午前11時～11時45分（10時40分開場）/
新井地域ふれあい館/ママさんフルートアンサンブル 
バンビーノ/☎080-8867-3003河野（昼間）
●絵画サークル「モナリザ」作品展/11月2日

（木）～5日（日）午前10時～午後5時/八幡市民
会館（全日警ホール）/絵画サークル「モナリザ」/☎
090-1243-8339江口
●3-Dシャドーボックス仲間展/11月4日（土）～
5日（日）午前9時30分～午後4時30分（5日は午
後3時まで）/木内ギャラリー/アトリエReo/☎090-
7209-5779石田（昼間）
●年賀状木版画/11月5日･12日･19日･26日いず
れも日曜日午前9時～正午（全4回）/中央公民館
/要申し込み/3,000円（4回）/木版画同好会/☎
322-3466阿部
●女性の体づくりとライフスタイル/11月5日、
12月3日いずれも日曜日午前11時～午後0時45
分/大野公民館/1回1,300円/要申し込み/Happy 
days/☎090-6024-1051小林
●着物リメイクファッションショー/11月5日（日）
午後2時～/文化会館/着物リメイク研究会/☎
357-4842市原
●本八幡子供将棋まつり（第2回）/11月5日（日）
午前9時15分～正午/勤労福祉センター分館/要

申し込み（定員32人）/本八幡子供将棋教室/☎
090-6508-3925内ヶ崎（昼間）
●秋風にのせて朗読発表会/11月10日（金）午後
2時～4時/アイ･リンクホール/1人500円/元気の
出る朗読の会/☎324-0408田口
●保護犬のためのコンサート/11月11日（土）午
後1時～3時/文化会館/要申し込み/3,000円、2
人以上2,500円、小学生以下1,500円/☎050-
5216-4896関
●11月29日市川終活大学･開校/11月29日

（水）午前10時～午後5時/八幡市民会館（全日
警ホール）/要申し込み/市川終活大学実行委員会
/☎0120-937-135市川終活大学実行委員会

語学・教育
●ネイティブと楽しく学ぶ英会話/第1～4火
曜日午後3時～4時/曽谷公民館/月3,500円/
ROSE英会話/☎090-5599-4820小﨑
●いっしょに短歌を作りましょう/第3水曜日午
後1時30分～3時30分/東部公民館/月1,100円/
水曜短歌の会/☎338-8191長谷川（夜間）
●60･70才～まだ出来る英会話/月4回火曜日
正午～午後5時/勤労福祉センター（本館）/入会
金1,000円、月4,400円/Sachiko英会話/☎398-
1830渡辺（夜間）

スポーツ・健康
●アシュタンガヨガしませんか/月2～3回火
曜日午後7時15分～8時45分/東部公民館/1
回1,500円/ヨガサークルWill be/☎090-7226-
0279関根
●剣道教室 未経験者歓迎/毎週日曜日午前9時
30分～11時/二俣小学校体育館/入会金1,000
円、月1,000円、スポーツ保険800円/二俣剣友会
/☎090-8312-1979佐々木
●ヨガサークル 30～50代中心/毎週月曜日午
前9時30分～11時/西部公民館/年会費300円、
1回700円、部屋代200円/リリーヨガサークル/☎
371-6772安彦（昼間）
●心と体を元気にする健康太極拳（60歳以上）
/第2･4水曜日、第3木曜日午後1時～2時20分/い
きいきセンター田尻/月1,000円/田尻太極拳同好
会Ⅱ/☎370-0492衛本（昼間）
●楽しく体を動かし汗流しませんか/毎週金
曜日午後7時～9時/平田小学校体育館/年会
費1,500円/インディアカたんぽぽの会/☎370-
2269中島（夜間）

舞踊・ダンス
●初級及び中級クラス･女性歓迎/毎週火曜
日午前10時～正午/勤労福祉センター分館/月

2,500円/社交ダンス「いずみ」/☎090-4934-
4362ヒルカワ（夜間）
●フラダンス/月3回日曜日午前10時～正午/南
行徳市民談話室/1回1,000円/フラ･オ･カレイマ
ヌ/☎090-7245-4687白石
●60歳以上で楽しくフラダンスを/第1～4金
曜日午前10時30分～正午/いきいきセンター北方
/月1,000円/（ナ･プア･ククイ）いきいきセンター北
方ハワイアンダンス同B/☎370-2823須田

音楽・芸能
●民謡の稽古/第1･3土曜日午前10時～正午/い
きいきセンター宮久保/月1,000円/宮久保民謡同
好会/☎372-0988篠崎
●「木遣り」を一緒に歌いませんか/第1･3月
曜日午後4時30分～6時30分/菅野公民館/月
1,000円/きやり倶楽部継声会/☎070-6568-
0925松本
●青春歌広場シニアの方募集/第2･4水曜日午
後1時30分～3時/大野公民館/入会金1,000円、
1回1,000円/青春歌広場/☎090-5543-4167増
田（昼間）
●読みたい本を声に出して朗読を/第4水曜日
午後1時30分～4時30分/信篤公民館/月2,500
円/演劇舎猫の事務所/☎328-8175室井

書道・絵画
●水彩･油絵･絵葉書/月6回水･木･土午後3時～
6時/勤労福祉センター分館/入会金2,000円、月
4,000円/アートルームミドリ/☎090-6521-9206
伊藤

その他
●60才以上高齢者教養講座と親睦/第1･3火
曜日午後1時30分～3時30分/中央公民館/年会
費8,000円/市川中央老壮塾（第一期生組）/☎
339-5504北川（昼間）
●60才以上まずは見学に来てください/月曜日
を除く毎日午後1時～4時30分/勤労福祉センター
分館/年会費1,200円/分館将棋同好会/☎090-
9208-0881石塚
●パソコン･アイフォン講座募集/第1～3水曜
日午後1時30分～3時30分（アイフォンは第3水曜
日のみ）/南行徳公民館/月3,300円、アイフォンの
みは1,500円/市川パソコンサークル･シップス/☎
090-6196-5211平野
●妙典小前花壇ボランティア募集/週2回各1時
間程度/妙典小学校前の花壇/妙典小学校前花
壇花の会/☎395-3007福田（昼間）
●不登校又は行きづらい子の親の会/第4土曜
日午後2時～5時/勤労福祉センター分館（変更あ
り）/1回300円/クリオネ/☎379-7519波多野
●布を染めて季節の花を造る/第2金曜日午前
10時～午後4時/西部公民館/入会金1,000円、
月2,000円/アートフラワー華/☎373-3820阿部

日時 場所・会場 対象・人数 費用・料金 持ち物 申し込み・応募 問い合わせ 行徳支所講師講内容内
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11月25日（土）午後１時30分～３時（受付は15分前）
保健センター４階大会議室　

講小山浩子氏（料理家、管理栄養士）
市内在住・在勤・在学の方（小学生以上）先着１２０人※保育なし
11月22日（水）までに☎３７７-４５１１同センター

牛乳で守る！
家族のおいしい笑顔と乳

にゅう

和
わ

食
しょく

市民活動事業補助金対象

　講師による、普段の和食に牛乳をプラスして、コクとうま味でさ
らにおいしくする乳和食づくりのお話です。（試食あり）
　会場には「いちかわの食育」の展示コーナーもあります。

10

11月15日（水）午後２時（開場は30分前）～４時
全日警ホール

講髙橋正彦氏（認知症専門医）
市内在住・在勤・在学の方、先着３００人
11月14日（火）までに☎７１２-８５２１、ＦＡＸ７１２- ８７８９

で地域支えあい課

　認知症専門医が、認知症の症状、治療、対応について
お話しします。また、地域で支える取組み「認知症カフェ」に
ついても紹介します。

▲講師の髙橋正彦氏

▲講師の小山浩子氏

認知症になっても安心して
暮らせるまちを目指して

認知症
講演会

食育
講演会



広
報

 〈広報広聴課〉

10月7日（土）〜13日（金） 10月14日（土）〜20日（金）

特集 特集特 殊（ N B C ）災 害 合 同 訓 練
〜 テ ロ 災 害 に 立 ち 向 か う 男 た ち 〜 市 民 の 安 全 を 守 る 青 色 防 犯 パト ロ ー ル

「マイタウンいちかわ」
「マイタウンいちかわ」のバックナンバーは、

 市公式Ｗｅｂサイト「インターネット放送局」でご覧になれます。

J:COM（CATV）

デジタル11ch
放送
時間

広告

市では経費削減のため有料広告を掲載しています。なお広告内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。詳しくは広告主にお問い合わせください。

 9：00 12：00
20:00 23：00
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市公式フェイスブックに掲載した
市内の話題・出来事をお届けします。

市公式フェイスブックで よりタイムリーな情報を
https://www.facebook.com/city.ichikawaトピックス

７,８８９人（9月28日現在）

〈広報広聴課〉

市川市役所フェイスブック 検索

もしもに備えて
市川市総合防災訓練実施

華麗な足技を披露

8月27日

地元の味、地域ブランド「市川のなし」9月9日中山大仏の修理工事見学 9月10日

9月7日

　「少しでも多くの人に広報紙を手に取っ
てもらいたい」という思いで写真も気合を
入れております。狙った時間に、良いコン
ディションで、居合わせた市民の方にお願
いして撮影するのは難しい。断られること

もあるし、了承いただいても、イメージと違
うと泣く泣くボツになることも。そんなわけ
で、下見で職員が仮のモデルになることも
あります。9月はなかなか天気に恵まれず、
雨の中で仮撮影を決行。後輩を江戸川で走

らせて何枚も撮影しました。印刷してみると
“一体何をやらされているんだろう”と困
惑の表情の後輩。そんな苦労と撮影などに
協力いただいた市民の方々のおかげで、今
号も発刊できそうです。

市川市住民基本台帳人口（8月31日現在） ▶ 484,262人　男 245,941人  女 238,321人  239,309世帯

　9月6日、7月に長野県で行われた
「JOCジュニアオリンピックカップ 第10
回全日本ジュニアテコンドー選手大会」
で３位に入賞した3選手が、市長へ表
敬に訪れました。
　相手と組む「キョルギ（組手）」部門で
は、千

ち

脇
わ き

登
と う

耀
よ う

選手と、嶋
し ま

内
う ち

楓
かえで

選手が、
技を演武する「プムセ（型）」部門では、
田中頌

しょう

馬
ま

選手が、学年と体重ごとの階
級で、それぞれ第３位に入りました。3人
とも、市内の中学校に通う1年生です。
　市長の前で、足技などを華麗に見せ

てくれた3選手。「次回は優勝を目指し
て頑張ります」と話していました。

　８月２７日、大洲防災公園・行徳駅前公
園の２会場では市民参加・体験型の訓練
が、防災拠点となる各小学校では防災
拠点訓練がそれぞれ行われました。
　今回の訓練は、千葉県北西部を震
源域とするマグニチュード７.３の地震が
発生し、本市では震度６強が観測され
甚大な被害が発生したという想定。
　消防と救助犬協会による救助救出
のデモンストレーションや、住民が参加
及び体験できる初期消火訓練、応急
救護訓練などが行われました。
　実災害さながらの緊張感と緊迫感の

中、訓練目的である「自助」・「共助」・「公
助」の連携強化が図れた訓練でした。

　全国・世界に誇る地域ブランド「市川の
なし」。
　江戸時代から栽培が始まり、当時の将
軍に献上された由緒ある「市川のなし」は、
長い歴史に裏打ちされた高い栽培技術と
梨栽培に適した風土により育まれた甘く
おいしい市川市を代表する農産物です。
　その「市川のなし」を知ってもらうため、９
月２日に東京メトロ東西線「行徳駅」駅前
広場で、9月9日には「市川駅」南口駅前
ロータリーで「市川のなし」フェアが開催さ
れました。
　フェアでは、「市川のなし」や梨加工品
の販売、無料配布が行われ、訪れた方に
梨と笑顔をプレゼントしました。

　３００年前に造られた法華経寺の大
仏は、風雨や地震などの影響で破損、
傾斜が目立つようになったため、平成28
年４月より２年がかりの修理工事を行っ
ています。
　９月９日、工事現場の見学会が行われ
ました。
　目を引くのは、手が触れられる高さに
仮設されている大仏とそれを載せていた
蓮
は す

の台座の中。
　このような珍しい光景を見ることがで
きたのは2.4トンの大仏、１.５トンの台座
を移動して一番下の基礎から直してい
るためです。
　参加した方がたは300年分の御利益
にと、ありがたく大仏さまに触れ、国指定
文化財 祖師堂の中にて調査説明と高
座説教に聞き入っていました。
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